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平成28年熊本地震に対する九州地方整備局の取り組み（九州地整HP）
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　明けましておめでとうございます。

　会員の皆様を始め関係者の皆様におかれましては、お健やかな新年をお迎えのこととお慶び申し

上げます。

　常日頃から、当協会の業務運営、推進に多大なご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　昨年の国土交通省所管の公共土木施設の被害報告額は、平成28年12月15日現在で直轄、補助合わ

せて、15,836箇所、5,687億円とされています。この額は、過去 4カ年平均に比べ箇所数で1.40倍、

被害額で2.78倍に達するなど、全国各地で甚大な被害となっています。

　これらの災害を振り返ってみますと、 4月に震度 7を 2回観測した熊本県熊本地方を震源とする

地震、また、地震で地盤が緩んでいる熊本県を始めとする西日本を中心に全国で発生した 6月の梅

雨前線豪雨による土砂災害、 8月末の台風第10号による岩手県、北海道等北日本、東日本での記録

的な大雨、10月の阿蘇山噴火、鳥取県中部を震源とする地震、11月の津波警報が発令された福島県

沖を震源とする地震等、全国各地で大きな被害を伴う各種の災害がありました。

　被災されました方々に心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧・復興をお祈り申

し上げます。

　近年の傾向として、大雨の件数が増加しており、1976年から1985年と2004年から2013年の時間雨

量50㎜の大雨の発生件数の平均を比較しますと、174回から241回へと約1.4倍増加しています。また、

台風の成長に大きく影響すると言われている海面水温29度の線が北上しており、昨年は 7号、9号、

年頭のご挨拶

公益社団法人全国防災協会 会長　脇　　雅　史
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10号、11号と 4つの台風が相次いで太平洋側から直接北海道、岩手県に上陸するなど特異な経路を

たどり、北日本、東日本に甚大な被害が発生しました。

　また、南海トラフ巨大地震、首都直下地震の発生が強く懸念され、更に、水災害に関する防災・

減災対策への強力な取り組みが益々求められています。

　このような状況の下、災害復旧事業・改良復旧事業の早期・的確な実施、河道特性に応じた災害

復旧事業の実施が、被災地の復旧・復興、再度災害の防止、民生の安定に必要であり、かつ重要な

行政の責務となっています。

　当協会といたしましても、平成26年度から、大規模な災害が発生した場合に災害復旧や改良復旧

計画立案のため、被災自治体から国土交通本省防災課に要請がなされ必要と判断された場合に、無

償で災害復旧技術専門家を派遣する制度を設け、昨年も 3道県に延べ31名を派遣したところです。

今後も積極的に派遣してまいる所存ですので、ご活用くださいますようお願いいたします。

　当協会は、本年も公益社団法人として着実な歩みを進めて参る所存でございます。

　会員各位、関係者各位の皆様のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げますとともに、皆様

の益々のご健勝とご多幸をお祈り申し上げまして、新年の挨拶といたします。
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　新しい年を迎えるにあたり、謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
　皆様には、日ごろから水管理・国土保全局の所管行政の推進にご支援とご協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。

　昨年は、熊本地震を始め、梅雨前線豪雨、台風第 7号、11号、 9号、10号、12号、16号の上陸や
鳥取県中部地震、福島沖地震など自然災害が相次ぎました。特筆すべきは、昭和26年の気象庁によ
る統計開始以来初めて北海道に 3つもの台風が上陸したこと、暴風域を伴ったまま東北の太平洋側
に台風が上陸したことです。例えば、道東では平年の 2～ 4倍を超える約500㎜の降雨を経験しま
した。また、短時間ではありますが降雨強度が非常に強い雨、いわゆる「ゲリラ豪雨」が頻発し、
このような雨に弱い中小河川においても甚大な被害が生じました。

　現在、国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく新たな水害対策の取組みを
全国で進めています。この取組みの直接の契機となったのは、平成27年 9 月関東・東北豪雨災害で
した。茨城県内で鬼怒川の堤防が決壊したのは実に昭和13年以来であり、関東地方整備局管内で国
管理河川の堤防が決壊したのも昭和61年の小貝川以来29年ぶりのことでした。当時、私自身は近畿
地方整備局長として勤務しておりましたが、近年の局地化・集中化・激甚化する雨の降り方や、今
後の地球温暖化に伴う気候変動の影響などを考えると、このような水害は全国のどの河川でも起こ
りうるものだと、改めて感じさせられた出来事でした。
　「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づき、昨年 2月の鬼怒川・小貝川を皮切りに、全国の直
轄河川沿川で河川管理者・都道府県・市町村等からなる減災対策協議会の設置が進んでいます。熊
本地震により被災した白川・緑川を除き、昨年中には設置予定の全国129地区のうち、127地区で協
議会の設置が完了し、地域一体となった減災のための取組みが進められています。例えば、今夏の
台風で堤防からの越水が発生した北海道の常呂川では、協議会で検討されたタイムラインやホット
ラインを実践し、河川事務所と北見市が密に連携し、想定より前倒しして避難勧告を発令すること
により被害を軽減することができました。

　昨年 8月には、国土交通省 水災害に関する防災・減災対策本部において、石井国土交通大臣の
ご指示をうけ、これらの取組みを直轄河川から都道府県管理河川に拡大することを決定しました。
折しも、台風第11号、 9号の影響により北海道、東北を中心に大雨が降り続いている時期でした。
これらの台風の影響により、国管理河川の支川や都道府県管理河川を中心に氾濫被害が発生し、特
に岩手県の小本川では要配慮者利用施設において入居者が逃げ遅れ、 9名が犠牲になるという痛ま
しい被害が発生しました。
　これらの災害に対し、9月初旬までに国管理河川の被災箇所の緊急復旧工事を完了するとともに、

年頭所感

防災意識社会への転換

国土交通省水管理・国土保全局長　山田　邦博
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道県管理河川では、北海道開発局及び地方整備局からTEC-FORCEを派遣し、排水活動や、被災
状況調査を実施して首長等に調査結果を報告するなど、技術的支援を実施しました。今後も、北海
道緊急治水対策プロジェクト及び岩手県管理河川における緊急的な治水対策として、ハード・ソフ
ト一体となった対策を進めてまいります。

　全国的な対応としては、依然出水期が続いていたことから、都道府県等から市町村に対し、過去
の水害実績等の情報提供や豪雨災害時に注視すべき河川情報等に関する助言など、緊急的な注意喚
起を行っていただきました。また、 9月26日には、全国の河川課長等の皆様に国土交通省にお集ま
りいただき、今次水害の実態、課題の共有、今後の取組み方針の説明等を行いました。
　10月12日には、厚生労働省等の関係機関と連携しつつ、全国に先駆けて宮崎県日向市において、
要配慮者利用施設の管理者の方を対象とした河川情報等の理解を深めていただくための説明会を実
施しました。10月21日には、「地域の水害危険性の周知方策検討会」及び「河川情報ホットライン
活用ガイドライン検討会」を開催しました。今後、有識者の意見を頂戴しながら、浸水想定の情報
に浸水実績を活用するなど、河川の状況に応じて地域の水害危険性を周知する方策の検討や、都道
府県管理河川における市町村長へのホットライン活用ガイドラインの策定など、水害に関する市町
村支援を強化してまいります。

　この災害を受け、「中小河川等における水防災意識社会の再構築を如何に進めていくべきか」に
ついて社会資本整備審議会においてご検討いただき、逃げ遅れによる人的被害をなくすこと、地域
社会機能の継続性を確保することを目指すため、危機管理型の水位計の導入などによる確実な避難
の実現、既設ダム等の既存ストックを最大限活用した治水対策、関係機関が総力を結集した復旧支
援等を提言いただきました。今後、頂いた提言内容を具体的に推進し、「水防災意識社会の再構築」
を中小河川にも拡大・加速すべく、全力で取り組んでまいります。

　備えるべき自然災害は洪水だけに限りません。昨年 4月の熊本地震では、14万戸を超える住宅被
害に加え、道路、鉄道、空港などの主要インフラや、国の重要文化財である熊本城にも大きな被害
が生じました。河川においても、白川や緑川を中心に堤防の被災が多数生じたことから、直ちに応
急対策、緊急的な復旧工事を実施しました。この地震では、創設以来初めて、北海道から沖縄まで
の全国の地方整備局等から、のべ 8千人を超えるTEC-FORCE隊員が九州に集結しました。リエ
ゾンが収集した被災状況・支援ニーズをもとに、被災した自治体に代わり所管施設の被害状況調査
を迅速に実施し、激甚災害指定に係る所要時間の短縮に大きく貢献しました。これらの活動につい
ては、被災自治体の首長さんからも高い評価をいただいたところです。大規模な自然災害が頻発す
る中で、TEC-FORCE による被災自治体への技術的支援へのニーズはますます高まっていること
を感じており、より一層の体制の充実・強化を図ってまいります。
　南海トラフ巨大地震、首都直下地震については、それぞれ今後30年以内に70％の確率で発生する
と言われており、これらの地震に対する備えを進めることが必要です。
　特に、2020年にはオリンピック・パラリンピック東京大会を控えており、大会の開催を支える首
都直下地震対策を進めていく必要があります。今年度内には、「東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会開催に向けた首都直下地震対策ロードマップ」を取りまとめ、首都地域の防災・現在対
策に万全を期してまいります。

　関東・東北豪雨による鬼怒川水害を契機に始まった水防災意識社会 再構築の取組みは、今まさに、
都道府県管理河川まで含めて全国に広がっているところです。加えて、地震や土砂災害など、多様
な自然災害を対象に、「大災害は必ず発生する」との意識を社会全体で共有し、これに備える「防
災意識社会」への転換を図ってまいります。皆様の引き続きのご支援とご協力を心からお願い申し
上げます。
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　新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年は、短期間に 2度の最大震度 7を記録した熊本地震、統計史上初となる北海道への 3つの台

風の上陸や東北地方太平洋側への台風の上陸など、近年、発生していない気象や地震に加え、熊本

地震の被災地等をおそった梅雨前線豪雨、鳥取県中部を震源とする地震等により多くの被害が発生

しました。

　これらの自然災害による公共土木施設被害は、全国で15,836箇所、被害額は5,687億円に上りまし

た（12月15日時点）。国土交通省では、直轄施設の被害状況調査や応急復旧を行うとともに、被災

した自治体を支援するためTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）のべ15,256人・日を、11道県、96

市町村に派遣し（12月15日時点）、災害直後から被害状況調査、二次災害の防止、道路啓開などの

支援を実施しました。また、警察、消防、自衛隊等に対し、救命・救助活動の安全確保への技術的

助言を行うなど、関係機関と連携し、災害による被害を最小限にすべく総力を挙げて対応しました。

　さらに、被災した自治体の早期復旧を支援するため、災害復旧の迅速化に向けて、机上査定額の

引き上げ、採択保留額の引き上げ、設計図書の簡素化を行い、災害査定の効率化（簡素化）を実施

しました。加えて、特に被害が大きかった自治体に対しては、本省災害査定官を派遣し、復旧方針・

工法決定に向けた技術的指導や助言のみならず、背後地の状況や被災原因の現地の状況を踏まえ、

再度災害防止を図る改良復旧の復旧方針・工法の技術的指導も実施しました。

　貴協会におかれては、登録された災害復旧技術専門家を北海道や岩手県等の被災自治体に派遣し、

国土交通省と一体となって活動いただいたことに深く感謝します。

　このような災害発生時の応急対応や災害復旧の取り組みとともに、頻発する水災害、切迫する南

海トラフ巨大地震や首都直下地震に対する取り組みを加速しています。

年 頭 挨 拶

国土交通省水管理・国土保全局 防災課長　黒川　純一良
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　まず、水災害に関する防災・減災対策については、「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく

取り組みを中小河川へ拡げるとともに、命を守る観点に加え、地域経済を支える観点も明確にし、

地域の実情に沿った多様な関係者間の密接な連携・協力体制の構築を推進していきます。加えて、「タ

イムライン（防災行動計画）策定・活用指針（初版）」を公表し、直轄河川で実施してきた取り組

みを自治体管理河川にも拡げていきます。また、大規模水害における社会経済の壊滅的な被害を回

避するため、停電や鉄道の不通など浸水区域外も考慮した被害想定や対策計画を東京、名古屋、大

阪において先行的に実施し、得られた成果を広く共有する取り組みを進めています。

　一方、南海トラフ巨大地震・首都直下地震対策については、水防災意識社会再構築ビジョンの考

え方を地震や土砂災害などにも広げ、「防災意識社会への転換」について省の総力を挙げて進めて

いく考え方のもと、対策計画の実施状況のフォローアップを行い、切迫する巨大地震への対策を進

めています。

　特に、東京オリンピック・パラリンピックの開催が 3年後に迫り、大会の開催を支えるため、具

体的なアクションプランを示した「東京オリ・パラ開催に向けた首都直下地震対策ロードマップ」

を策定し、限られた時間の中で関係各局が一体となって必要な対策に万全を期してまいります。

　さらに、災害対応の実働力を高めるため、災害対応力の強化を図ることを目的に、出水期に備え

た総合水防演習、大規模地震を想定した地震防災訓練、津波災害を想定した大規模津波防災総合訓

練をはじめ、実践的な防災訓練を国、自治体、その他関係機関等と一体となって実施しています。

大規模津波防災総合訓練では、「津波防災の日（11月 5 日）」が、平成27年12月の国連総会において「世

界津波の日」と制定されたことを受け、留学生など外国人の訓練参加、大使館等の視察、世界津波

の日に関する展示、｢世界津波の日｣ 高校生サミット参加者による決意表明など、初めての試みを

実施し、これまでに地震や津波災害により培ってきた我が国の防災の知識や技術を世界に向け発信

しました。

　国土交通省は、災害発生時には応急対応や災害復旧を迅速に進めるとともに、省の総力を挙げて

取り組むべき大規模災害に対しては、計画のフォローアップや訓練を通じ、さらに対策を強化して

まいりますので、ますますのご支援、ご協力をお願いいたします。

　結びに、貴協会のご発展と会員の皆様のご健勝をお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただ

きます。
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　公益社団法人全国防災協会の平成28年度災害復旧
促進全国大会が、11月29日（火）東京都千代田区の
砂防会館別館（シェーンバッハ・サボー）において、
全国各地から約560名の会員、賛助会員、ご来賓等
の参加を得て、13時30分から開催されました。
　大会の開催に当たり、会長の脇雅史から主催者挨
拶を行い、引き続き、会長が大会の議長に推挙され
議事が始まりました。
　始めに、ご来賓の大野泰正国土交通大臣政務官か
ら、ご来賓の挨拶があり「本年、多大な被害が発生
した災害に対し、国土交通省として発災直後からテ
ックフォースを派遣するとともに、自治体の皆様の
事務負担の軽減にも取り組んできた。今後も、より
迅速な災害査定の実施に引き続きしっかりと取り組
んで参りたい。」と述べられました。
　次に、若松謙維参議院災害対策特別委員長からご
来賓の挨拶をいただきました。引き続き、ご臨席を
賜りました国会議員及び山田邦博国土交通省水管

平成28年度 災害復旧促進全国大会 開催

と　き　平成28年11月29日（火）13：30〜 会　場　砂防会館 別館
　（シェーンバッハ・サボー）

理・国土保全局長を始めとする国土交通省幹部の紹
介がありました。ご来賓の皆様には、ご多忙中のと
ころご出席を賜り、誠にありがとうございました。
　次に、川端達夫衆議院副議長の他、多数の方から
いただいた祝電が披露されました。
　引き続き、「災害復旧及び災害防止事業功労者」
表彰が行われ、災害復旧事業及び災害防止事業に顕
著な功績のあった個人55名、団体 4団体に対し、会
長から表彰状及び記念品が授与されました。受賞者
からは、個人表彰を受賞された元大分県土木建築部
長の進秀人氏が受賞者を代表して謝辞を述べられま
した。
　次に、「国土交通省災害対策概況説明」について、
国土交通省水管理・国土保全局の黒川純一良防災課
長から、平成28年の災害の特徴、各地の災害発生状
況、近年の気象状況の傾向及び施設整備効果、並び
に、国土交通省の災害対応として早期復旧に向けた
取り組み、TEC-FORCEの派遣、リエゾンの派遣、
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会　長　挨　拶

来　賓　挨　拶

来賓挨拶　国土交通大臣政務官　大野　泰正 様

来賓挨拶　参議院災害対策特別委員長　若松　謙維 様会長挨拶　脇 　雅史

多様な機関の活動、公共土木施設被害の概要、激甚
災害の指定、災害緊急調査の実施、災害復旧技術専
門家の派遣、災害査定の効率化（簡素化）、熊本地震
の関連被害に対する対応、改良復旧の実施及び河道
特性に応じた災害復旧の実施、更に、東日本大震災
からの復旧・復興、南海トラフ巨大地震・首都直下
地震対策、水災害に関する防災・減災対策等防災行
政の今年の取り組みについて説明をいただきました。
　要望決議に先立ち、地方代表意見発表者として熊
本県西原村長の日置和彦氏が登壇され「熊本地震～
想定外を想定内へ～」と題して、西原村の概要、地
震発生状況、被災状況、避難所の状況、仮設住宅、
家屋・公共土木施設・農地等の被害概要、想定外の
出来事、想定内の出来事、災害復旧の状況、緊急的
財政措置、創造的復旧のための支援、人的・財政的
支援等の要望事項が発表され、最後に、必要なもの
は「ひと（人材）とかね（財源）である。｣ と締め
くくられました。
　次に、岩手県久慈市長の遠藤譲一氏が登壇され「平
成28年台風第10号の豪雨等による災害の概要｣ と題
して、久慈市の概要、台風第10号の特徴、避難指示
等の発令状況、気象概況、久慈市の被害状況、市
街地の救助活動、久慈駅前・市街地の浸水・泥の
状況、災害廃棄物、道路被害と私道橋被害、TEC-
FORCE・災害ボランティア・応援の支援状況、第71
回国民体育大会柔道競技会の説明があり、最後に要
望事項として、国道281号の強靱化、内水排除に対

する更なる財政支援、泥の撤去に対する支援、道路
啓開作業に対する支援、河川や海岸に散乱した流木
除去に対する支援、また、今後の課題として、被災
した私道橋の復旧が発表されました。
　地方代表からの意見発表を受け、議長から国会及
び政府に対する本大会における「要望決議」につい
て提案があり、小池清彦副会長（新潟県加茂市長）
から（案）が披露され、会員総意の賛同により原案
のとおり決議され、大会が終了しました。
　全国各地から多くの首長、県議会議員を始め、各
都道府県、市町村、個人正会員、賛助会員等の皆様
のご参加をいただき、成功裏に大会を開催すること
ができました。誠にありがとうございました。
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来　賓　紹　介

国土交通省政務 3役   1 名
大野　泰正　国土交通大臣政務官

出席国会議員
衆議院議員  2 名
松　原　　　仁　（比例）
竹　本　直　一　（大阪）

参議院議員  21名
新　妻　ひでき　（比例）
足　立　敏　之　（比例）
江　島　　　潔　（山口）
古　賀　之　士　（福岡）
横　山　信　一　（比例）
佐　藤　　　啓　（奈良）
三　木　　　亨　（徳島）
山　田　修　路　（石川）
豊　田　俊　郎　（千葉）
佐藤　のぶあき　（比例）
岡　田　　　広　（茨城）
里　見　隆　治　（愛知）
滝　沢　　　求　（青森）
藤　木　眞　也　（比例）
島　田　三　郎　（島根）
野　村　哲　郎　（鹿児島）
中　西　　　哲　（比例）
片　山　さつき　（比例）
磯　﨑　仁　彦　（香川）
河　野　義　博　（比例）
藤　川　政　人　（愛知）

（敬称略）

星　野　剛　士
武　藤　容　治
金　子　恭　之
橋　本　　　岳
木　村　弥　生
宮　澤　博　行
野　田　　　毅
茂　木　敏　充

河　井　克　行
亀　岡　偉　民
冨　岡　　　勉
左　藤　　　章
赤　澤　亮　正
宮　路　拓　馬
金　子　万寿夫
西　村　智奈美

代理出席国会議員
　衆議院議員代理  138名

西　村　康　稔
金　田　勝　年
野　間　　　健
尾　身　朝　子
西　村　明　宏
谷　川　と　む
塩　谷　　　立
高　市　早　苗
伊　藤　達　也
あ　べ　俊　子
池　田　道　孝
加　藤　勝　信
三ッ林　裕　巳
葉　梨　康　弘
冨　樫　博　之
鴨　下　一　郎
松　本　洋　平
長　崎　幸太郎
山　本　有　二
井　上　信　治
青　山　周　平
中　村　裕　之
北　川　知　克
大　口　善　德
武　部　　　新
菅　家　一　郎
穴　見　陽　一
石　破　　　茂
新　谷　正　義
棚　橋　泰　文
細　田　博　之
吉　野　正　芳
佐　田　玄一郎
宮　下　一　郎
若　狭　　　勝
神　山　佐　市
木　原　　　稔
山　本　幸　三
かつぬま　榮明
山　口　泰　明
松　浪　健　太
萩生田　光　一
古　川　　　康
竹　下　　　亘
森　山　　　裕

櫻　田　義　孝
永　岡　桂　子
中　谷　真　一
山　下　貴　司
村　岡　敏　英
梶　山　弘　志
小　渕　優　子
岸　　　信　夫
古　田　圭　一
山　本　公　一
山　田　賢　司
御法川　信　英
伊　藤　　　渉
大　見　　　正
薗　浦　健太郎
堀　井　　　学
郡　　　和　子
和　田　義　明
鬼　木　　　誠
宮　内　秀　樹
渡　海　紀三朗
津　島　　　淳
金　子　恵　美
古　川　禎　久
森　　　英　介
鈴　木　馨　祐
松　本　剛　明
土　屋　正　忠
岸　田　文　雄
田　中　良　生
河　野　太　郎
岩　屋　　　毅
若　宮　健　嗣
神　田　憲　次
井　上　貴　博
麻　生　太　郎
佐々木　隆　博
田　畑　裕　明
菊　田　まきこ
は　せ　　　浩
伊　佐　進　一
石　川　昭　政
上　川　陽　子
今　野　智　博
大　塚　　　拓
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山　本　一　太
阿　達　雅　志
松　村　祥　史
平　野　達　男
片　山　大　介
山　本　順　三
馬　場　成　志
野　上　浩太郎
北　村　経　夫
古　川　俊　治
松　山　政　司
高　橋　克　法
伊　藤　孝　恵
長　峯　　　誠
関　口　昌　一
元　榮　太一郎
宇　都　隆　史
朝　日　健太郎
杉　尾　秀　哉
中　泉　松　司
石　井　苗　子
井　原　　　巧
高　瀬　弘　美
自　見　はなこ
石　井　浩　郎
二之湯　　　智

島　村　　　大
衛　藤　晟　一
舞　立　昇　治
中　山　恭　子
室　井　邦　彦
小野田　紀　美
森　　　裕　子
伊　達　忠　一
岡　田　直　樹
桜　井　　　充
こやり　隆　史
福　岡　資　麿
大　家　敏　志
山　田　　　宏
宮　島　喜　文
石　井　正　弘
石　井　準　一
吉　川　ゆうみ
渡　辺　猛　之
アントニオ猪木
井　上　義　行
大　沼　みずほ
宮　本　周　司
増　子　輝　彦
佐　藤　　　啓
丸　川　珠　代

参議院議員代理  ５2名

野　田　聖　子
大　塚　高　司
吉　川　貴　盛
階　　　　　猛
高　橋　ひなこ
石　田　真　敏
鈴　木　俊　一
簗　　　和　生
岩　田　和　親
田野瀬　太　道
三　原　朝　彦
笠　　　浩　史
河　野　正　美
江　渡　聡　徳
工　藤　彰　三
北　村　茂　男

橋　本　英　教
田　中　英　之
重　徳　和　彦
遠　藤　利　明
寺　田　　　稔
長　尾　　　敬
中　川　郁　子
伊　藤　忠　彦
中　川　康　洋
西　銘　恒三郎
黄川田　仁　志
中　根　一　幸
中　野　洋　昌
門　　　博　文
牧　島　かれん
小田原　　　潔

国土交通省幹部
水管理・国土保全局長  山　田　邦　博
水管理・国土保全局次長  野　村　正　史
水管理・国土保全局総務課長
  北　村　知　久
水管理・国土保全局総務課河川企画調整官
  神　林　　　浩
水管理・国土保全局水政課長
  甲　川　壽　浩
水管理・国土保全局河川計画課長
  平　井　秀　輝
水管理・国土保全局河川計画課
河川事業調整官  林　　　正　道
水管理・国土保全局河川環境課長
  小　俣　　　篤
水管理・国土保全局治水課長
  泊　　　　　宏
水管理・国土保全局防災課長
  黒　川　純一良
水管理・国土保全局防災課災害分析官
  安　陪　和　雄
水管理・国土保全局防災課
業務継続計画評価分析官  山　田　博　史
水管理・国土保全局防災課災害対策室長
  豊　口　佳　之
水管理・国土保全局防災課
大規模地震対策推進室長  東　出　成　記
水管理・国土保全局防災課
緊急災害対策企画調整官  吉　田　邦　伸
水管理・国土保全局防災課防災企画官
  田　中　克　直
大臣官房審議官（水資源部） 山　本　景　一
水管理・国土保全局水資源部水資源政策課長 
  荒　井　仁　志
水管理・国土保全局水資源部水資源計画課長
  岡　積　敏　雄
水管理・国土保全局砂防部長
  西　山　幸　治
水管理・国土保全局砂防部砂防計画課長
  栗　原　淳　一
水管理・国土保全局砂防部保全課長
  今　井　一　之
北海道局長  田　村　秀　夫
北海道局水政課長  高　橋　季　承
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関係団体等
一般社団法人全国治水砂防協会理事長
  岡　本　正　男
一般財団法人水源地環境センター理事長
  森　北　佳　昭
一般財団法人国土技術研究センター理事長
（代理）  野　田　　　徹
一般財団法人砂防・地すべり技術センター
理事長（代理）  白　岩　幸　夫
一般社団法人河川ポンプ施設技術協会理事長
  渡　部　義　信

前列左から、大野大臣政務官　若松委員長
日置西原村長　遠藤久慈市長　国会議員 黒川防災課長が説明

役員　国土交通省幹部　顧問　関係団体来賓

国土交通省幹部

壇　上　風　景
国土交通省災害対策概況説明

功労者表彰受賞者の方々



平 成 29 年  1  月  1  日 防 災 （13）第 811 号

祝電メッセージ
　衆議院議員

漆　原　良　夫  尾　身　朝　子
門山　ひろゆき  川　端　達　夫
松　本　　　純  山　田　美　樹

　参議院議員
伊　藤　孝　江  太　田　房　江
小野田　紀　美  佐　藤　信　秋
佐藤　まさひさ

三　重　県　池　山　隆　久
京　都　府　後　　　裕　之
兵　庫　県　中　井　士　郎
兵　庫　県　藤　原　秀　明
兵　庫　県　森　口　政　紀
島　根　県　滝　本　孝　志
島　根　県　船　田　弘一郎
山　口　県　吉　松　三　男
山　口　県　田　熊　利　正
徳　島　県　寒　葉　泰　弘
徳　島　県　大　和　章　人
高　知　県　濱　田　耕　二
高　知　県　藤　原　守　男
高　知　県　元　久　　　誠
佐　賀　県　熊　森　政　敏
長　崎　県　古　川　　　章
長　崎　県　大久保　正　博
熊　本　県　林　　　俊一郎
大　分　県　村　岡　　　馨
大　分　県　進　　　秀　人
大　分　県　阿　南　智　博
大　分　県　岩　田　　　弘
鹿 児 島 県　内　　　達　朗
鹿 児 島 県　宮　園　穣　二

（団体の部）　 4団体
新潟県　新潟県十日町地域振興局地域整備部
兵庫県　特定非営利法人　ひょうご地域防災
　サポート隊
熊本県　一般社団法人熊本県建設業協会
熊本県　一般社団法人熊本県測量設計コンサ
　ルタンツ協会

（個人の部）　55名
北　海　道　大　野　幸　久
岩　手　県　高　林　利　夫
岩　手　県　冬　川　　　修
福　島　県　浅　野　俊　和
福　島　県　宮　崎　典　男
茨　城　県　秋　葉　清　一
茨　城　県　稲　見　　　紳
栃　木　県　小野﨑　　　忠
栃　木　県　江　部　　　毅
群　馬　県　奈　良　　　忠
群　馬　県　三　田　　　淳
埼　玉　県　内　藤　敏　夫
埼　玉　県　水　村　正　和
千　葉　県　中　村　正　美
千　葉　県　湯　田　尚　登
新　潟　県　高　柳　寿　光
新　潟　県　袖　山　英　司
新　潟　県　江　口　正　芳
新　潟　県　田　辺　敏　夫
富　山　県　石　橋　則　昭
富　山　県　山　崎　賢　司
山　梨　県　手　塚　武　久
山　梨　県　石　川　吉　郎
岐　阜　県　石　田　智　久
岐　阜　県　岩　田　信　昭
岐　阜　県　河　合　成　司
岐　阜　県　細　野　宗　男
静　岡　県　桜　井　孝　洋
静　岡　県　倉　橋　　　孝
愛　知　県　向　井　克　之
愛　知　県　安　井　雅　彦

平成28年度災害復旧及び災害防止事業功労者表彰名簿

（敬称略）
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功労者表彰 謝辞

功労者表彰

　僭越ではございますが、受賞者を代表いたしまし
て御礼を申し上げます。
　本日は、私たち55名そして 4団体に対し、栄えあ
る受賞の場を設けていただき誠にありがとうござい
ます。
　身に余る光栄であり、脇会長をはじめ関係者の皆
様に対し心から感謝申し上げます。
　私たちは、災害の防止や被災時の早期復旧、復興
などに向け、国土交通省をはじめ関係機関の皆様の
暖かいご指導、ご支援をいただきながら、それぞれ
の地域において、日々の業務や地域貢献の活動に使
命感を持って取り組んでまいりました。
　こうした地道な業務遂行や、たゆまぬ活動に対し
てご評価をいただき、本日の受賞に結び付いたので
はないかと考えております。
　私自身もこれまで諸先輩の精力的な災害対応に学
び、様々な復旧事業に携わってまいりましたが、特
に、平成24年の九州北部豪雨災害が最も激甚であり、
気象台が「これまで経験したことのないような大雨」
と表現した二度にわたる集中豪雨でありました。
　その際に、職員ともども早期復旧に持てる力を発
揮できた、その原動力は、二度とも床上浸水の被害
にあわれた商店の女性経営者の「心が折れそうだ」
という沈痛な言葉、そして猛暑の中、床上浸水した
家屋の清掃を黙々と行うボランティアの皆さんの真
摯な活動、この二つでありました。
　そして、我々も地元の皆さんの期待に応えるため、
住民の心に寄り添い、安全・安心な地域づくりにス
ピード感を持って対処していく決意を固めたわけで
あります。
　その後、国土交通省や地元建設業協会等の皆様の
力強いご支援、ご協力をいただき、早期復旧の目標
を達成、住民の大きな信頼を得ることができました。
　本日の受賞は、私だけでなく受賞者全員に対し、
長期間にわたりご支援をしていただいた関係各位の
皆様のお陰であり、ここに深く感謝申し上げます。
　一方で、我が国は、地球上の大陸プレートの接点
に位置し、南海トラフ巨大地震や津波、台風等に伴
い頻発する集中豪雨、さらに火山噴火など、様々な
自然災害の脅威にさらされております。
　今年の熊本地震の発生に伴い、活断層の存在も衆
目を集めております。

　さらに、地球温暖化に伴う気候変動、海面上昇等
に伴う被害の甚大化といった事態も今後想定される
なか、国民の生命財産を守るために、防災・減災に
対する取り組みをハード、ソフトの両面から、これ
まで以上に一層強化していく必要があります。
　また、先達のたゆまぬ取り組みの歴史を次の世代
に引き継ぎ、その歩みをとどめることのないよう、
人材育成も不可欠であります。
　こうした課題に対し、私たちも本日の受賞を大き
な糧とし、微力ながら、防災減災対策の推進に力を
尽くすとともに、後進の育成にも努めるなど、それ
ぞれの立場で精進を重ねてまいる所存であります。
　結びに、本日の受賞に対し重ねての御礼を申し上
げますとともに、国土交通省、全国防災協会ならび
に、関係各位の益々のご発展と、本日ご臨席の皆様
のご健勝を心からご祈念いたしまして、御礼の言葉
とさせていただきます。

　平成28年11月29日
受賞者代表　進　　秀人

脇会長から功労者代表の進 　秀人 様へ
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功労者謝辞

地方代表意見発表

功労者代表：進 　秀人 様

意見発表者　西原村長　日置　和彦 様

意見発表者　久慈市長　遠藤　譲一 様
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要　望　決　議

要望決議の披露　小池　清彦 副会長（新潟県加茂市長）

決　　　議
　我が国は、地理的、気象的に自然災害に対して極
めて厳しい条件下にあり、歴史的に見て幾度もの大
きな水害や地震等に見舞われ、甚大な被害を被って
いる。　
　本年の公共土木施設の被害額は、10月31日現在で
15,962箇所、5,735億円となっており、　過去 4カ年
平均に比べ既に箇所数で1.4倍、被害額で2.9倍に達
するなど、全国各地で甚大な被害が発生している。
　本年の主な災害を振り返ってみると、 4月14日に
熊本県益城町で震度 7、16日に熊本県益城町、西原
村で震度 7を観測する熊本県熊本地方を震源とする
地震が発生し、10月14日現在で死者110名、重軽傷
者2,407名、全壊住宅8,257棟、半壊住宅30,957棟に
も及ぶ甚大な被害が生じた。なお、熊本地震で強い
揺れに襲われた地域においては、その後も震度 5弱
以上の断続的な余震が発生しており、地盤の緩みが
生じている中で、 6月以降、梅雨前線豪雨にも見舞
われ、熊本県を中心に至る所で複合的な被害も発生
している。
　また、本年はこれまで合計 6個の台風が上陸し、
このうち 7号、 9号、10号、11号については、太平
洋側から直接北日本、東日本に相次いで上陸するな
ど、特異な経路をたどり、北海道、岩手県等で甚大
な被害が発生した。
　特に、 8月21日に北海道釧路市付近に上陸した台
風第11号と 8月22日に千葉県館山市付近に上陸し、
23日には北海道日高地方に再上陸した台風第 9号に
おいては、東日本と北日本で大雨となり、 8月20日

から23日までの降水量は北海道標津町で296㎜に達
するなど、北海道では平年の 8月の降水量の約 2倍
に及ぶ大雨となった。 8月29日現在で死者 2名、負
傷者76名、住家被害としては、全壊 2棟、半壊 7棟、
床上浸水209棟、床下浸水847棟に上る甚大な被害が
発生した。
　また、 8月30日に岩手県大船渡市付近に上陸し、
東北地方を横断して日本海へ抜けた台風第10号にお
いては、岩手県宮古市、久慈市で 1時間に80㎜の猛
烈な雨が降ったほか、北海道上士幌町では平年の 8
月 1カ月間に降る雨量を超える329㎜を観測するな
ど記録的な大雨となった。9月30日現在で死者22名、
行方不明者 5名、負傷者11名、住家被害としては、
全壊393棟、半壊2,128棟、床上浸水364棟、床下浸
水1,257棟に上る甚大な被害が発生した。
　さらには、10月 8 日、阿蘇山中岳第一火口で爆発
的噴火が発生し、噴煙が高度11,000ｍに到達し、熊
本県、大分県、愛媛県、香川県では降灰が確認され
たほか、10月21日には、鳥取県中部を震源とする最
大震度 6弱の地震が発生し、負傷者や住家の全壊・
半壊、断水等の被害が生じた。
　一方で、地球温暖化に伴う気候変動の影響により、
今後、水災害の更なる頻発化・激甚化も懸念されて
いる。
　こうした激甚な災害への対処として、大規模な地
震や洪水・高潮による被害、土砂災害及び集中豪雨
による内水被害の最小化対策をより強力に進めると
ともに、災害が発生したとき、被災した地方公共団
体に対して復旧・復興を速やかに行えるよう適切な
措置を図ることは、国としての義務であり責務であ
る。
　これらの点を踏まえ、国会並びに政府に対して次
の事項が実現されるよう強く要望する。

1．　平成28年に全国各地で甚大な被害を被った公共
土木施設の早期復旧を図るとともに、地球温暖化
に伴う気候変動の影響により、施設の甚大な被害
が懸念されることに鑑み、改良復旧事業を積極的
に取り入れ、再度災害防止を図るための災害関連
事業等の迅速な採択と事業促進に向け、所要の措
置を講ずること。
2．　東日本大震災を教訓として、喫緊の課題である
全国の防災、震災対策等の充実強化を図るため、
引き続き、全国の必要な地域に十分な予算配分を
行い、早期の効果発現を図ること。
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3．　地方公共団体が管理している河川及び海岸につ
いて、地震・津波対策として必要な堤防の嵩上げ、
堤防の耐震・液状化、水門・陸閘等の自動化、遠
隔操作化等が早急に図れるよう、国の財政支援措
置を講ずるとともに、国が管理している施設につ
いても、同様の措置を図ること。
４．　被災した地方公共団体に対し、迅速かつ的確に
被災状況の調査や応急活動、復旧・復興を図るた
め、TEC-FORCE をはじめとする国の体制や装
備、技術支援の充実を図るとともに、被災した地
方公共団体では工事の実施が困難な場合には、国
が地方公共団体に代わってこれを行うなどの支援
を推進すること。また、災害発生時に地方公共団
体の長を支援するリエゾンの体制充実を図ること。
５．　災害復旧事業に係る国庫負担申請に要する経費

について、査定設計書を作成するための委託費（調
査、測量、設計費等）の負担が軽減されるよう、
査定設計委託費等補助金の補助対象限度額の引上
げを行うこと。
６．　大規模災害時には、河川、道路等公共土木施設
の迅速な復旧が重要であり、災害復旧事業におけ
る査定事務が簡素化、効率化されるよう、書類の
みで審査する机上査定の上限額や査定時に決定で
きる保留対象額の引上げ措置等を事前にルール化
すること。

　以上、決議する。
　　平成28年11月29日
　　　　　　　　災害復旧促進全国大会

各都道府県出席状況一覧

都道府県名 出席数 左の内、出席された市町村長

北 海 道 8 喜茂別町長（菅原理事）、鹿部町長（川村様）、泊村長（牧野様）、芽室町長（宮西様）、
新得町長（浜田様）

青 森 6 平内町長（船橋様）、藤崎町長（平田様）

岩 手 6 久慈市長（遠藤様）

宮 城 10

秋 田 1

山 形 2

福 島 17 猪苗代町長（前後様）、湯川村長（三澤様）、昭和村長（馬場様）、会津美里町長（渡部様）、
中島村長（加藤様）、大熊町長（渡辺様）

茨 城 16

栃 木 9

群 馬 5

埼 玉 6

千 葉 4

東 京 2

神 奈 川 2

新 潟 13 加茂市長（小池副会長）

富 山 6

石 川 4

福 井 3

山 梨 20

長 野 14 小谷村長（松本様）、平谷村長（小池様）
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会場風景 会場風景（功労者表彰受賞者、大会参加者）

都道府県名 出席数 左の内、出席された市町村長

岐 阜 7

静 岡 15

愛 知 4

三 重 13 熊野市長（河上理事）、菰野町長（石原様）

滋 賀 4

京 都 3

兵 庫 14

奈 良 1

和 歌 山 8 日高川町長（市木様）

鳥 取 4 湯梨浜町長（宮脇様）

島 根 4

岡 山 2

広 島 5

山 口 3

徳 島 5

香 川 4 県会議員（綾田様）、まんのう町長（栗田様）

愛 媛 2

高 知 4

福 岡 1

佐 賀 2

長 崎 6

熊 本 8 西原村長（日置様）、美里町長（上田様）

大 分 5

宮 崎 3 木城町長（半渡様）、椎葉村長（椎葉様）

鹿 児 島 2

沖 縄 1

合　　計 284

（注）　出席者には、功労者表彰受賞者を含む。
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風
第
1
6
号

宮
崎
県

鹿
児
島
県

土
砂
災
害
･･
･主
な
被
災
地
域

震
度 ７

震
度 ７

台
風
10
号

（
東
北
地
方
太
平
洋
側
か
ら
の
上
陸
）

台
風
７
号
、
９
号
、
11
号

（
北
海
道
へ
の
３
つ
の
台
風
の
上
陸
）

主
な
水
害

（
床
上
浸
水
1
0
戸
以
上
発
生
）

水
害

主
な

被
災
地
域

6
月

6
月
1
9
日
か
ら
続
く

一
連
の
大
雨

広
島
県

8
月

台
風
第
7
号

北
海
道

8
月
2
0
日
か
ら
続
く
大
雨

（
台
風
第
1
1
号
、
第
9号

）
埼
玉
県

台
風
第
1
0
号

北
海
道

岩
手
県

9
月

台
風
第
1
6
号

徳
島
県

高
知
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

平
成
28

年
4月

平
成
28

年
熊

本
地

震

○
4
月

1
4
日

2
1
時

2
6
分

に
熊

本
地

方
で

最
大

震
度

７
、

M
6
.5

の
地

震
が

発
生

。
ま

た
、

1
6
日

0
1
時

2
5
分

に
も

最
大

震
度

７
、

M
7
.3

 の
地

震
が

発
生

。
○

こ
の

ほ
か

、
4
月

1
4
日

2
1
時

2
6
分

以
降

、
最

大
震

度
6
強

を
観

測
す

る
地

震
が

2
回

、
最

大
震

度
6
弱

を
観

測
す

る
地

震
が

3
回

発
生

。
○

今
回

の
地

震
に

よ
り

、
熊

本
県

を
中

心
に

死
者

1
4
5
名

、
重

傷
9
9
3
名

、
軽

傷
1
,4

8
6
名

が
発

生
。

（
消

防
庁

1
1
月

1
4
日

時
点

）

（
２
）
各
地
の
災
害
発
生
状
況

○
今

回
の

地
震

に
よ

り
、

南
阿

蘇
村

の
阿

蘇
大

橋
地

区
に

お
い

て
大

規
模

な
斜

面
崩

壊
が

発
生

し
、

国
道

5
7
号

、
3
2
5
号

の
通

行
止

め
や

Ｊ
Ｒ

豊
肥

線
、

南
阿

蘇
鉄

道
の

運
休

等
の

被
害

が
発

生
。

○
4
月

1
4
日

の
M

6
.5

の
地

震
に

よ
り

、
九

州
新

幹
線

の
回

送
列

車
が

熊
本

駅
～

熊
本

車
両

基
地

間
で

脱
線

し
全

線
運

休
。

○
熊

本
市

の
管

理
す

る
熊

本
城

に
つ

い
て

、
公

園
施

設
で

あ
る

天
守

閣
や

、
国

指
定

特
別

史
跡

を
構

成
す

る
石

垣
、

国
指

定
重

要
文

化
財

で
あ

る
櫓

等
が

被
災

。

博
多

駅

鹿
児
島
県

佐
賀
県

宮
崎
県

熊
本
県

長
崎
県

福
岡
県

鹿
児

島
中

央
駅

空
港

高
速

道
路

新
幹
線大

分
県

熊
本

空
港

都
城

IC

栗
野

IC

東
背

振
IC

古
賀

IC

日
出

IC
安

心
院

IC

小
池

高
山

IC

佐
伯

IC

津
奈

木
IC

全
便

欠
航

通
行

止
め

運
休

高
速

道
路

、
新

幹
線

、
空

港
、

航
路

の
被

害
（4

月
16

日
時

点
）

空
港

高
速
道
路

新
幹
線

航
路

通
行

止
め

運
休

運
休

(未
供

用
)

斜
面

崩
壊

に
よ

る
道

路
、

鉄
道

の
寸

断

－
２

－

※
こ

の
資

料
は

速
報

値
で

あ
り

、
後

日
の

調
査

で
変

更
す

る
こ

と
が

あ
る

。
※

今
回

の
地

震
14

日
２

１
時
26

分
の

地
震

か
ら

の
経

過
日

数
及

び
積

算
日

数
を

示
し

て
い

る
。

※
今

回
の

地
震

は
主

に
熊

本
県

熊
本

地
方

の
地

震
の

積
算

回
数

を
示

し
て

い
る

。
※

今
回

の
地

震
の

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

最
大

を
示

し
て

い
る

。

新
幹

線
脱

線
（
熊

本
駅

南
側

）

土
砂

崩
落

（
大

分
道

由
布

岳
P

A
付

近
）

熊
本

城
の

被
害



平 成 29 年  1  月  1  日 防 災 （21）第 811 号
平
成
28
年
6月

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

平
成
28
年
8月

台
風
第
9号

、
第
11
号
に
よ
る
北
海
道
内
に
お
け
る
被
害
状
況

○
北
海
道
上
空
の
停
滞
前
線
や
台
風
第
9号

、
11
号
に
よ
る
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、
石
狩
川
や
常
呂
川
な
ど
4水

系
4河

川
で
計
画
高
水
位
を
超
え
る
な
ど
、
北
海
道
内
で
は
、
複
数
の
河
川
に
お
い
て
大
き
な
出
水
と
な
っ
た
。

○
石
狩
川
水
系
石
狩
川
で
は
溢
水
に
よ
り
、
深
川
市
、
旭
川
市
に
お
い
て
6戸

の
家
屋
が
浸
水
す
る
と
と
も
に
、
約
12

0h
a

の
農
地
等
が
浸
水
。
常
呂
川
水
系
常
呂
川
で
は
、
越
水
に
よ
り
北
見
市
に
お
い
て
約
22

0h
aの

農
地
が
浸
水
。 平
成
2
8
年
8
月
3
0
日
時
点

○
平
成
2
8
年
6
月
1
9
日
か
ら
続
く
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
、
先
の
熊
本
地
震
で
地
盤
が
緩
ん
で
い
る
影
響
も
あ
り
西
日
本

を
中
心
に
全
国
3
3
道
県
で
5
1
3
件
の
災
害
が
発
生
し
、
死
者
6
名
、
負
傷
者
7
名
、
人
家
被
害
1
0
3
戸
の
被
害
が
発
生
。

－
３
－

○
台
風
1
0
号
に
よ
る
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、
県
管
理
河
川
の
1
4
水
系
1
7
河
川
に
お
い
て
、
氾
濫
危
険
水
位
を
超
過
。

○
こ
の
大
雨
に
よ
り
、
高
瀬
川
水
系
二
ツ
森
川
及
び
小
本
川
水
系
小
本
川
で
堤
防
が
決
壊
す
る
等
、
1
2
水
系
1
9
河
川

に
お
い
て
浸
水
被
害
が
発
生
。

平
成
28
年
8月

台
風
第
10
号
に
よ
る
北
海
道
内
に
お
け
る
被
害
状
況

○
台
風
10
号
に
よ
る
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、
戸
蔦
別
川
上
流
観
測
所
（
帯
広
市
）
で
は
、
累
加
雨
量
で
50

5㎜
を
観
測
し
、

十
勝
川
の
茂
岩
観
測
所
等
の
12
箇
所
の
水
位
は
、
観
測
史
上
最
も
高
い
水
位
を
記
録
し
た
。

○
石
狩
川
水
系
空
知
川
で
は
、
堤
防
決
壊
に
よ
り
南
富
良
野
町
の
市
街
地
が
約
13

0h
a浸

水
し
、
15

0戸
の
床
上
・
床
下

浸
水
が
発
生
。
ま
た
、
十
勝
川
水
系
札
内
川
と
戸
蔦
別
川
の
合
流
地
点
の
2箇

所
で
堤
防
が
決
壊
し
、
帯
広
市
に
お
い

て
約
50

ha
の
農
地
等
が
浸
水
。

平
成
2
8
年
9
月
3
0
日
時
点

平
成
28
年
8月

台
風
第
10
号
に
よ
る
東
北
地
方
に
お
け
る
被
害
状
況

－
４
－



（22） 第 811 号 防 災 平 成 29 年  1  月  1  日

平
成
28
年
10
月

鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震

○
阿
蘇
山
で
は
、
1
0
月
8
日
0
1
時
4
6
分
に
爆
発
的
噴
火
が
発
生
。

○
阿
蘇
山
周
辺
の
降
灰
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
、
8
日
に
九
州
地
整
に
よ
る
ヘ
リ
及
び
地
上
か
ら
の
降
灰
状
況
調
査

を
実
施
。
9
日
に
土
砂
災
害
専
門
家
を
派
遣
し
、
九
州
地
整
と
と
も
に
ヘ
リ
及
び
地
上
か
ら
の
降
灰
状
況
調
査
を
実
施
。

○
火
口
付
近
に
火
山
灰
の
堆
積
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
流
域
全
体
に
厚
く
堆
積
は
し
て
お
ら
ず
、
降
灰
の
影
響
に

よ
っ
て
土
石
流
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
状
況
に
は
な
い
こ
と
を
確
認
。

平
成
28
年
10
月

阿
蘇
山
噴
火

阿
蘇
山

阿
蘇
山
の
渓
流
分
布
と
火
山
灰
の
堆
積
範
囲
（
①
、
②
は
左
の
写
真
の
撮
影
方
向
）

①
火
口
周
辺
の
降
灰
状
況

②
北
側
斜
面
の
降
灰
状
況

火
山
灰
堆
積
範
囲

明
瞭
な
火
山
灰
堆
積
範
囲

写
真
撮
影
方
向

火
山
灰
の
堆
積
範
囲
に
つ
い
て
は
10

/1
0時

点
の
も
の

今
後
精
査
の
結
果
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る

○
1
0
月
2
1
日
1
4
時
7
分
に
鳥
取
県
中
部
で
最
大
震
度
6
弱
の
地
震
が
発
生
。

○
今
回
の
地
震
に
よ
り
、
重
傷
者
5
名
、
軽
傷
者
2
3
名
が
発
生
。

○
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
「
白
壁
土
蔵
群
」
で
は
建
物
の
外
壁
が
崩
落
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
。

○
家
屋
に
つ
い
て
は
全
壊
1
5
棟
、
半
壊
9
8
棟
、
一
部
破
損
1
2
,5
0
2
棟
の
被
害
が
発
生
。
（
消
防
庁
1
1
月
1
4
日
時
点
）

白
壁
土
蔵
群
に
お
け
る
外
壁
の
崩
落
状
況
（鳥

取
県
倉
吉
市
）

家
屋
の
被
災
状
況
（
鳥
取
県
北
栄
町
）

－
５
－

－
６
－

（
３
）
近
年
の
気
象
状
況
の
傾
向

大
雨
の
発
生
件
数
は
、
近
年
増
加
傾
向
。

（
H2

2～
H2

6の
8月

の
台
風
）

台
風
経
路

19
71
～
19

80
年

平
均
海
面
水
温

等
値
線

20
05
～
20

14
年

平
均
海
面
水
温

等
値
線
(色
塗
有
)

℃℃

台
風
の
成
長
に
大
き
く
影
響
す
る
海
面
水
温
2
9
℃
の
線
が
北
上
し
て
い
る
。



平 成 29 年  1  月  1  日 防 災 （23）第 811 号
（
４
）
施
設
整
備
効
果

六
角
川
に
お
け
る
治
水
事
業
の
効
果

○
平
成
28
年
6月

洪
水
は
、
昭
和
55
年
洪
水
よ
り
6時

間
雨
量
は
多
か
っ
た
（
1.
2倍

）
が
、
築
堤
、
河
道
掘
削
、
排
水
機

場
整
備
等
の
治
水
事
業
に
よ
り
、
浸
水
戸
数
は
1/
10

0以
下
に
減
少
。
（
4,
83

5戸
→
46
戸
）

○
近
年
最
大
洪
水
の
平
成
2年

7月
洪
水
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
今
後
も
計
画
的
な
治
水
対
策
が
必
要
。

石
狩
川
に
お
け
る
治
水
事
業
の
効
果

○
台
風
第
9号

は
、
昭
和
37
年
8月

出
水
と
同
規
模
（
0.
9倍

）
の
流
域
平
均
雨
量
で
あ
っ
た
が
、
築
堤
、
河
道
掘
削
、
砂

川
遊
水
地
整
備
、
ダ
ム
建
設
（
大
雪
ダ
ム
、
忠
別
ダ
ム
な
ど
）
等
の
治
水
事
業
に
よ
り
、
浸
水
面
積
は
1/
19

0（
66

1
㎢
→
3.
5㎢

）
、
浸
水
戸
数
は
1/
69

00
（
41

,2
00
戸
→
6戸

）
に
被
害
を
軽
減
。

－
７
－

砂
防
堰
堤
整
備
の
効
果

○
台
風
1
1
号
の
影
響
に
よ
り
、
北
海
道
上
川
郡
上
川
町
に
お
い
て
土
石
流
が
発
生
し
た
が
、
砂
防
堰
堤
が
土
砂
及
び
流

木
を
捕
捉
（
約
7
.2
万
m
3
）
し
た
こ
と
で
、
層
雲
峡
温
泉
街
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
止
。

砂
防
堰
堤

（
黒
岳
沢
川

第
1号

堰
堤
）

国
道
３
９
号

黒
岳
沢
川

源
頭
部
崩
壊
地

黒
岳

大
雪
山
国
立
公
園

層
雲
峡
温
泉
街

上
川
町

黒
岳
沢
川

黒
岳

沢
川

第
1
号
堰
堤

土
石
流
発
生
前

(
H
2
7
.8
.2
0
撮
影
)

土
石
流
発
生
直
後

(
H
2
8
.8
.2
3
撮
影
)

黒
岳

沢
川

第
1
号
堰
堤

黒
岳

沢
川

第
1
号
堰
堤

黒
岳
沢
川

黒
岳

沢
川

第
1
号
堰
堤

下
水
道
施
設
整
備
の
効
果
（
熊
本
市
、
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
に
よ
る
効
果
）

○
熊
本
市
内
の
浸
水
被
害
頻
発
地
域
に
お
い
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
貯
留
管
等
を
整
備
。

○
平
成
27
年
6月

に
施
設
を
供
用
開
始
し
て
以
降
は
、
浸
水
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

○
平
成
28
年
6月

の
豪
雨
に
お
い
て
も
、
平
成
25
年
8月

の
豪
雨
の
1.
5倍

の
時
間
あ
た
り
雨
量
で
あ
っ
た
が
、
家
屋
の
浸

水
被
害
や
道
路
冠
水
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

過
去
の
道
路
冠
水
状
況

貯
留
管
整
備
後
状
況

整
備
前

H
2
5
.8

2
6
.5
m
m
／
ｈ

整
備
効
果

０
回

０
回

H
2
7
.6

供
用
開
始

整
備
後

H
2
8
.6

3
9
m
m
／
ｈ

事
業
内
容

施
設
供
用
開
始
後
、

浸
水
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い

東
野
中
学
校

若
葉
小
学
校雨
水
貯
留
管 木
山
川

熊
本
市

－
８
－



（24） 第 811 号 防 災 平 成 29 年  1  月  1  日
２
．
国
土
交
通
省
の
災
害
対
応

被
災
地
域
の
１
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て
、
国
交
省
で
は
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
。

T
E
C
-
F
O
R
C
E
を
災
害
発
生
直
後
よ
り
派
遣
し
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
被
害
概
況
調
査
、
排

水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
緊
急
排
水
、
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
の
道
路
啓
開
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

被
災
状
況
調
査
を
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
に
寄
与
。

本
省
査
定
官
の
技
術
的
支
援
・
助
言
等
に
よ
り
、
早
期
の
災
害
査
定
実
施
、
災
害
復
旧
工
事

着
手
を
支
援
。

（
１
）
早
期
復
旧
に
向
け
た
取
組
概
要

被
災
地
域
の
１
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
（
激
甚
災
害
）

－
９
－

阿
蘇
大
橋
地
区
に
お
け
る
被
害
状
況
調
査

被
災
家
屋
の
応
急
危
険
度
判
定

岩
手

県
岩

泉
町

に
お

け
る
道
路
啓
開

－
１
０
－

岩
手

県
岩

泉
町

に
お

け
る

河
川

・
道

路
の

被
害

状
況

調
査

平
成
2
8
年
8
月
か
ら
9
月
の
台
風
等
に
お
け
る
活
動
状
況

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
調
査

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
調
査

熊
本
地
震
に
お
け
る
活
動
状
況

テ
ッ
ク

フ
ォ

ー
ス

平
成
2
８
年
度
の
災
害
に
お
い
て
派
遣
し
た
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）

は
、
全
国
の
地
方
整
備
局
等
か
ら
の
べ
1
5
,2
３
７

人
・
日
（
平
成
2
8
年
１
０
月
末
時
点

速
報
値
）
、
1
9
道
県
1
1
3
市
町
村
に
隊
員
を
派
遣
し
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
被
災
状
況
調

査
や
被
害
拡
大
防
止
な
ど
の
技
術
的
な
支
援
を
実
施
。

平
成
2
８
年
熊
本
地
震
で
は
、
阿
蘇
大
橋
地
区
に
お
け
る
大
規
模
斜
面
崩
壊
を
は
じ
め
、

橋
梁
の
落
橋
や
堤
防
の
損
傷
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
被
害
に
加
え
、
熊
本
県
を
中
心
に

九
州
地
方
で
全
壊
8
,3
2
4
棟
、
半
壊
3
1
,5
3
8
棟
の
甚
大
な
住
家
被
害
が
発
生
。

T
E
C
-
F
O
R
C
E
は
、
創
設
以
来
初
め
て
全
国
の
地
方
整
備
局
等
か
ら
隊
員
が
集
結
。
自

治
体
所
管
施
設
の
被
災
状
況
調
査
に
よ
り
、
激
甚
災
害
指
定
に
か
か
る
所
要
期
間
の
短
縮
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
点
検
、
緊
急
輸
送
路
の
道
路
啓
開
、
被
災
家

屋
の
応
急
危
険
度
判
定
等
を
実
施
。

今
夏
の
相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
や
接
近
等
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
、
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
、

道
路
、
鉄
道
の
寸
断
等
が
発
生
。
T
E
C
-
F
O
R
C
E
を
派
遣
し
、
浸
水
解
消
の
た
め
の
排
水

活
動
や
、
多
く
の
孤
立
集
落
が
発
生
し
た
岩
手
県
岩
泉
町
等
に
お
い
て
道
路
啓
開
や
流
出
し

た
道
路
の
応
急
復
旧
を
実
施
。
ま
た
、
自
治
体
の
所
管
施
設
等
の
被
害
状
況
を
迅
速
に
調
査
、

報
告
。

（
２
）
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
派
遣

テ
ッ

ク
フ

ォ
ー

ス

テ
ッ
ク

フ
ォ

ー
ス
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,0
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,0
0
0

（
人
・
日
）

派
遣
年
度

国
土
交
通
省
で
は
全
国
の
地
方
整
備
局
に
災
害
対
策
用
機
材
を
配
備
し
て
お
り
、
平
成
2
８
年
度
に
発

生
し
た
災
害
に
お
い
て
も
、
被
災
地
に
お
け
る
緊
急
排
水
、
夜
間
照
明
や
通
信
の
確
保
等
の
た
め
排
水
ポ

ン
プ
車
、
照
明
車
、
衛
星
通
信
車
、
対
策
本
部
車
な
ど
を
現
地
に
派
遣
。

対
策
本

部
車

・
待

機
支

援
車

1
1
4
台

対
策
本
部
車
（
10
畳
程
度
の
会
議
ス
ペ
ー
ス
）

衛
星
通

信
車

4
9
台

衛
星
通
信
設
備
（
７
回
線
）

ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
電
話
（
4局

）

排
水
ポ

ン
プ

車

3
5
2
台

排
水
量

30
m

3 /
分

照
明
車

2
6
3
台

照
明

2k
w
×
６
灯

◆
全
国
の
地
方
整
備
局
等
に
配
備
さ
れ
て
い
る
災
害
対
策
用
車
両
◆

排
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
緊
急
排
水

（
平
成
28
年
8月

台
風
第
10
号

七
戸
町
）

照
明
車
に
よ
る
夜
間
作
業
の
支
援

（
平
成
28
年
4月

熊
本
地
震

益
城
町
）

被
災
し
た
市
役
所
の
執
務
室
と
し
て

対
策
本
部
車
を
提
供

（
平
成
28
年
4月

熊
本
地
震

宇
土
町
）

【
コ
ラ
ム
A
】
災
害
対
策
用
車
両
の
活
動

－
１
１
－

年
度
別
派
遣
隊
員
の
活
動
員
数
（
平
成
２
８
年
１
０
月
末
時
点
）

○
平
成
２
８
年
度
派
遣
数
（
平
成
２
８
年
１０
月
末
時
点
速
報
値
）

派
遣
総
数

の
べ
1
5
，
2
3
7
人
・
日

派
遣
台
数

の
べ

４
，
４
７
９
台
・
日

派
遣
隊
員
の
活
動
員
数

（
の
べ
人
・
日
）

派
遣
隊
員
の
活
動
員
数

（
の
べ
台
・
日
）

熊
本
地
震

１
０
，
７
７
５

３
，
１
９
１

6
月
1
9
日
か
ら
続
く

一
連
の
大
雨

６
５

１
２
９

台
風
第
7号

１
３

６
３

８
月
２
０
日
か
ら
続
く
大
雨

５
７
７

３
１
９

台
風
第
10
号

３
，
５
２
９

７
０
０

台
風
第
13
号

４
０

６
７

鳥
取
県
中
部
を

震
源
と
す
る
地
震

２
３
８

１
０

合
計

１
５
，
２
３
７

４
，
４
７
９

被
害
状
況
の
映
像
配
信

（
平
成
28
年
4月

熊
本
地
震

南
阿
蘇
村
）

【
コ
ラ
ム
B
】
熊
本
地
震
に
お
け
る
高
度
技
術
の
活
用

平
成
2
8
年
熊
本
地
震
や
台
風
第
1
0
号
に
お
い
て
、
二
次
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
箇
所
や
地
形
的
に
立

ち
入
り
が
困
難
な
箇
所
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
、
土
砂
崩
壊
箇
所
の
被
害
や
断
層
、
浸
水
被
害

等
を
安
全
か
つ
迅
速
に
調
査
し
、
自
治
体
に
報
告
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
被
害
状
況
調
査

■
熊
本
地
震

阿
蘇
大
橋
地
区
で
の
被
害
状
況
調
査
(南
阿
蘇
村
)

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
断
層
調
査
(南
阿
蘇
村
)

■
台
風
10
号

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
浸
水
被
害
調
査
(岩
泉
町
)

崩
壊
し
た
道
路
の
被
害
状
況
調
査
(岩
泉
町
)

無
人
化
施
工
に
よ
る
緊
急
的
な
対
策
工
事

平
成
2
8
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
阿
蘇
大
橋
地
区
の
斜
面
対
策
に
つ
い
て
、
安
全
性
確
保
の
た
め
無

人
化
施
工
に
よ
り
工
事
を
実
施
。

大
容
量
デ
ー
タ
伝
達
が
可
能
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
1
k
m
以
上
離
れ
た
操
作
室
よ
り
、
同
時
に

1
4
台
の
重
機
を
混
線
す
る
こ
と
な
く
操
作
し
て
い
る
。

頭
部
カ
メ
ラ

LA
N
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

無
線
局
①

LA
N
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

高
速
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム

対
岸
カ
メ
ラ

作
業
エ
リ
ア

中
継
局
①

操
作
室

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
（
７
０
０
ｍ
）

中
継
局
②

中
継
局
③

中
継
局
④

無
線
局
②

無
線
局
③

無
線
局
④

無
線

局

作
業
エ
リ
ア

操
作

室

－
１
２
－
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（
３

）
リ

エ
ゾ

ン
の

派
遣

災
害

の
発

生
又

は
発

生
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
場

合
に

は
、

直
ち

に
リ

エ
ゾ

ン
を

派
遣

し
、

被
害

の
規

模
や

緊
急

性
、

対
策

の
実

施
箇

所
や

役
割

分
担

等
に

つ
い

て
情

報
収

集
、

連
絡

調
整

。
熊

本
地

震
に

お
い

て
、

被
害

が
甚

大
な

自
治

体
に

対
し

、
九

州
地

整
の

ほ
か

、
応

援
地

整
（

東
北

・
関

東
・

北
陸

・
中

部
・

近
畿

・
中

国
・

四
国

地
整

）
の

副
所

長
級

の
リ

エ
ゾ

ン
を

派
遣

し
、

首
長

に
災

害
応

急
対

応
に

関
す

る
助

言
を

行
う

な
ど

、
災

害
に

応
じ

た
き

め
細

や
か

な
活

動
を

展
開

。

リ
エ
ゾ
ン
か
ら
各
地
整
の
TE
C-
FO

RC
Eに
自
治
体
の

要
請
・
被
害
状
況
を
伝
達
（
平
成
28
年
8月

台
風
第
10
号

岩
泉
町
）

H
2
5

1
6
回

の
べ

7
1
2
人
・
日

H
2
6

2
4
回

の
べ

1
,
4
8
8
人
・
日

H
2
7

2
0
回

の
べ

8
1
2
人
・
日

H
2
8

1
2
回

の
べ

2
,
7
6
0
人
・
日

(H
28

.1
0末

現
在
速
報
値
)

近
年
の
リ
エ
ゾ
ン
派
遣
実
績

被
災

地
の

早
期

復
旧

の
た

め
の

技
術

的
支

援
を

よ
り

迅
速

に
実

施
す

る
た

め
、

全
国

1
,7

4
1

の
市

町
村

と
リ

エ
ゾ

ン
協

定
を

進
め

て
お

り
、

平
成

2
8

年
1

0
月

末
時

点
で

9
9

％
以

上
で

締
結

済
み

。

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
毛
布
、
飲
料
水
等
を
提
供

孤
立
集
落
へ
支
援
物
資
を
運
搬

給
水
機
能
付
き
散
水
車
及
び
調
査
観
測
兼
清
掃
船
に
よ
る
飲
料
水
の
提
供

■
台
風
第
10
号

停
電
し
た
避
難
所
の
夜
間
照
明
確
保

市
長
へ
災
害
応
急
対
応
等
の
助
言
を
行
う
リ
エ
ゾ
ン

（
平
成
28
年
4月

熊
本
地
震

阿
蘇
市
）

国
土

交
通

省
で

は
、

リ
エ

ゾ
ン

が
把

握
し

た
自

治
体

の
ニ

ー
ズ

に
対

し
、

T
E

C
-
F
O

R
C

E
に

よ
る

技
術

的
支

援
の

ほ
か

、
支

援
物

資
（

ブ
ル

ー
シ

ー
ト

、
毛

布
、

非
常

食
等

）
の

提
供

、
断

水
し

た
自

治
体

で
給

水
機

能
付

き
散

水
車

や
調

査
観

測
兼

清
掃

船
に

よ
る

飲
料

水
の

提
供

、
停

電
し

た
自

治
体

に
対

し
照

明
車

を
派

遣
。

【
コ

ラ
ム

Ｃ
】

被
災

自
治

体
へ

の
物

資
の

供
給

（
平

成
2

8
年

4
月

熊
本

地
震

、
平

成
2

8
年

8
月

台
風

第
1

0
号

）

■
熊
本
地
震

※
 リ

エ
ゾ

ン
（

L
ia

is
o
n

,「
仲

介
、

橋
渡

し
等

」
と

い
う

意
味

の
フ

ラ
ン

ス
語

）

－
１
３
－

（
４
）
多
様
な
機
関
の
活
動

平
成
2
8
年
(2
0
1
6
年
)熊

本
地
震
の
際
に
は
、
現
地
災
害
対
策
本
部
に
職
員
を
派
遣
。
熊
本
・

大
分
・
佐
賀
・
長
崎
・
宮
崎
で
現
地
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
臨
時
の
観
測
機
器
を
設
置
。

8
月
の
一
連
の
台
風
の
北
日
本
へ
の
上
陸
・
接
近
に
際
し
て
、
記
者
会
見
、
自
治
体
へ
の
気
象
状

況
の
解
説
・
危
機
感
の
伝
達
、
気
象
支
援
資
料
の
提
供
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
自
治
体
等
の
防
災
対
策
を
支
援
。

現
地
災
害
対
策
本
部
へ
の
派
遣

地
震
活
動
状
況
・気

象
状
況
の
解
説

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

危
機
感
の
伝
達
、
市
町
村
支
援

記
者
会
見

警
戒
事
項
の
説
明

現
地
調
査
・臨

時
観
測
機
器
設
置

災
害
復
旧
支
援

気
象
庁
の
活
動

だ
い
ち
2
号
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
干
渉
S
A
R
解
析

及
び
G
N
S
S
測
量
に
よ
る
地
殻
変
動
の
把
握
・
分
析

緊
急
撮
影
に
よ
り
被
害
状
況
を
把
握

（
上
）
航
空
機
、
（
下
）
Ｕ
Ａ
Ｖ

航
空
写
真
に
よ
り
土
砂
崩
壊
地
の
分
布

を
判
読
し
地
図
化

平
成
2
8
年
熊
本
地
震
で
は
、
測
量
用
航
空
機
く
に
か
ぜ
Ⅲ
や
U
A
V
等
に
よ
る
緊
急
撮
影
、

地
球
観
測
衛
星
だ
い
ち
２
号
の
観
測
デ
ー
タ
や
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
の
解
析
な
ど
に
よ
る
被
災
状
況

及
び
地
殻
変
動
の
把
握
・
分
析
を
実
施
。

各
種
情
報
は
関
係
機
関
へ
提
供
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
※
で
公
開

（
※
h
tt
p
:/
/
w
w
w
.g
s
i.g
o
.jp
/
）

国
土
地
理
院
の
活
動

台
風
第
７
号
を
始
め
と
す
る
一
連
の
台
風
で
は
、
北
海
道
、
岩
手
県
等
に
お
い
て
多
く
の

水
防
団
員
が
積
土
の
う
工
等
に
よ
る
堤
防
か
ら
の
越
水
対
策
や
内
水
被
害
か
ら
の
排
水
作
業

を
行
う
と
と
も
に
住
民
へ
の
避
難
の
呼
び
か
け
や
誘
導
を
行
い
、
人
命
の
安
全
確
保
と
被
害

の
軽
減
に
貢
献
。

内
水
被
害
か
ら
の
排
水
作
業

岩
手
県
久
慈
市

久
慈
川
（
8月

31
日
）

積
み
土
の
う
工
に
よ
る
越
水
防
止

北
海
道
音
更
町

十
勝
川
（
8月

30
日
）

水
防
団
の
活
動

－
１
４
－



平 成 29 年  1  月  1  日 防 災 （27）第 811 号

－
１
５
－

建
設
企
業
の
活
動

国
土
交
通
省
は
、
建
設
企
業
の
協
力
を
得
て
災
害
初
期
か
ら
応
急
活
動
を
実
施
。
熊
本
地
震

や
今
夏
の
一
連
の
台
風
に
よ
る
被
災
に
際
し
て
は
、
数
多
く
の
建
設
企
業
等
が
昼
夜
を
問
わ
ず

懸
命
の
復
旧
活
動
を
実
施
。

熊
本
地
震
へ
の
対
応

今
夏
の
一
連
の
台
風
被
害
へ
の
対
応

捜
索
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供

（
平
成
28
年
4月

熊
本
地
震
）

災
害
発
生
時
は
、
捜
索
活
動
に
お
け
る
二
次
災
害
防
止
の
た
め
、
T
E
C
-
F
O
R
C
E
か
ら

消
防
等
に
技
術
的
助
言
を
行
う
一
方
、
自
衛
隊
に
T
E
C
-
F
O
R
C
E
の
人
員
・
資
機
材
の
輸

送
を
依
頼
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
相
互
に
協
力
し
て
対
応
。

熊
本
地
震
で
は
、
土
砂
災
害
に
精
通
し
た
T
E
C
-
F
O
R
C
E
が
、
捜
索
活
動
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
捜
索
活
動
に
従
事
す
る
関
係
機
関
に
対
し
二
次
災
害
の
防
止
の
観
点
か
ら

技
術
的
助
言
を
実
施
す
る
な
ど
、
安
全
か
つ
迅
速
な
捜
索
活
動
に
寄
与
。
台
風
第
1
0
号
で

は
、
通
行
可
能
ル
ー
ト
を
示
し
た
通
れ
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
消
防
庁
等
に
情
報
提
供
し
、

関
係
機
関
の
災
害
対
応
を
支
援
。

関
係
機
関
と
の
連
携

通
れ
る
マ
ッ
プ
に
よ
る
通
行
可
能
ル
ー
ト
の
情
報
提
供

（
平
成
28
年
8月

台
風
第
10
号
）

（
５
）
公
共
土
木
施
設
被
害
の
概
要 －

１
６

－

（
６
）
激
甚
災
害
の
指
定

平
成
2
8
年
発
生
災
害
は
、
公
共
土
木
施
設
に
お
け
る
被
害
報
告
箇
所
は
1
5
,9
8
3
箇
所
、

被
害
報
告
額
は
5
,7
5
5
億
円
（
H
2
8
.1
1
時
点
）
。

こ
れ
は
、
過
去
４
年
間
（
H
2
3
～
H
2
7
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
H
2
3
は
除
く
）
の

1
1
月
時
点
の
平
均
と
比
べ
、
被
害
報
告
額
が
約
2
.8
5
倍
と
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

平
成
2
8
年

工
種
別
被
害
報
告
額
及
び

異
常
気
象
別
被
害
報
告
額
の
割
合

国
民
経
済
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
し
、
地
方
財
政
の
負
担
の
緩
和
等
を
行
う
こ
と
が
特
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
激
甚
災
害
に
指
定
。

災
害
名
及
び
適
用
措
置
等
を
政
令
で
指
定
（
閣
議
決
定
）
。

具
体
的
な
適
用
措
置

・
災
害
復
旧
事
業
等

（
河
川
、
道
路
、
公
営
住
宅
等
）
に
係
る
国
庫
補
助
率
を
１
～
２
割
程
度
嵩
上
げ
。

平
成
２
８
年

激
甚
災
害
指
定
（
公
共
土
木
施
設
関
係
）

※
本
激
（
激
甚
災
害
）
は
全
国
を
対
象
、
局
激
（
局
地
激
甚
災
害
）
は
市
町
村
を
対
象
。

※
主
務
は
内
閣
府
。

災
 害

 名
期

 間
 等

主
な

被
災

地
区

分
対

　象
閣

議
決

定
日

台
風

7・
11

・9
・1

0号
等

8月
16

日
～

9月
1日

北
海

道
・岩

手
県

本
激

全
国

9月
16

日

台
風

16
号

9月
17

日
～

21
日

宮
崎

県
・鹿

児
島

県
局

激
鹿

児
島

県
垂

水
市

10
月

21
日

熊
本

県
等

本
激

4月
25

日

6月
6日

～
7月

15
日

熊
本

県
・宮

崎
県

局
激

8月
15

日

全
国

熊
本

県
美

里
町

・産
山

村
・御

船
町

・甲
佐

町
・

山
都

町
及

び
宮

崎
県

五
ヶ

瀬
町

4月
14

日
（震

度
７）

4月
16

日
（震

度
７）

平
成

28
年

熊
本

地
震

梅
雨

前
線



（28） 第 811 号 防 災 平 成 29 年  1  月  1  日

（
７

）
災

害
緊

急
調

査
の

実
施

（
８

）
災

害
復

旧
技

術
専

門
家

の
派

遣

大
規

模
災

害
発

生
時

に
、

地
方

公
共

団
体

等
か

ら
の

要
請

に
基

づ
い

て
、

「
災

害
復

旧
技

術
専

門
家

」
を

無
償

で
現

地
に

派
遣

し
、

災
害

復
旧

活
動

の
支

援
・

助
言

を
実

施
。

本
年

度
は

熊
本

県
、

岩
手

県
、

北
海

道
の

複
数

自
治

体
に

災
害

復
旧

技
術

専
門

家
を

派
遣

。

災
害

査
定

申
請

の
迅

速
化

に
向

け
、

査
定

準
備

に
関

す
る

技
術

的
支

援
を

実
施

。
測

量
や

被
災

原
因

調
査

に
関

す
る

技
術

的
支

援
や

助
言

、
復

旧
工

事
実

施
に

向
け

た
具

体
的

な
工

法
指

導
等

を
実

施
。

都
道
府
県

防
災
担
当
課

（
管
内
市
町
村
）

本
省
防
災
課

（
復
旧
事
業
ラ
イ
ン
）

全
国
防
災
協
会

（
専
門
家
リ
ス
ト
）

④
通
知

③
専
門
家
決
定

①
要
請

②
依
頼

○
本
省
防
災
課
へ
の
支

援
要
請

※
市
町
村
は
都
道
府
県

を
通
じ
て

○
専
門
家
が
現
地
に
て

復
旧
方
針
等
の
助
言

○
都
道
府
県
か
ら
の
要

請
の
受
理

○
派
遣
可
否
、
防
災
協

会
と
の
調
整

○
被
災
自
治
体
へ
通
知

○
派
遣
す
る
専
門
家
と

の
調
整
、
専
門
家

の
決
定

○
防
災
課
へ
連
絡

＜
手
続
き
の
フ
ロ
ー
図
＞

H
2

8
.9

 岩
手

県
岩

泉
町

被
災

状
況

調
査

H
2

8
.9

 北
海

道
帯

広
市

被
災

状
況

調
査

被
災

状
況

調
査

－
１
７
－

H
2

8
.5

 熊
本

県
小

国
町

早
期

に
災

害
復

旧
事

業
を

着
手

で
き

る
よ

う
本

省
災

害
査

定
官

を
現

地
に

派
遣

し
、

災
害

緊
急

調
査

を
実

施
。

今
年

度
は

、
熊

本
県

、
岩

手
県

、
北

海
道

に
複

数
回

派
遣

を
実

施
。

災
害

査
定

官
が

被
災

箇
所

の
現

地
へ

赴
き

、
災

害
復

旧
の

迅
速

化
に

向
け

、
被

災
自

治
体

に
対

し
復

旧
方

針
・

工
法

等
の

技
術

的
支

援
・

助
言

を
行

う
と

と
も

に
、

現
地

の
状

況
に

応
じ

て
再

度
災

害
防

止
の

た
め

の
改

良
復

旧
の

提
案

な
ど

を
実

施
。

岩
手
県
(第

1
回

平
成
2
8
年
9
月
6
日
～
8
日
)

(第
2
回

平
成
2
8
年
1
0
月
1
3
日
～
1
4
日
)

北
海
道
(第

1
回

平
成
2
8
年
9
月
8
日
～
1
0
日
)

(第
2
回

平
成
2
8
年
1
0
月
6
日
～
7
日
)

一
級
河
川
芽
室
川

自
治
体
と
の
協
議

二
級
河
川
安
家
川

・

熊
本
県
(第

1
回

平
成
2
8
年
4
月
2
5
日
～
2
7
日
)

(第
2
回

平
成
2
8
年
5
月
4
日
～
5
日
)

（
第
3
回
平
成
2
8
年
5
月
1
6
日
～
1
7
日
）

自
治
体
と
の
協
議

自
治
体
と
の
協
議

一
級
河
川
矢
形
川

被
災

状
況

調
査

（
９
）
災
害
査
定
の
効
率
化
（
簡
素
化
）

被
災
自
治
体
の
災
害
査
定
に
要
す
る
業
務
等
を
大
幅
に
縮
減
し
、
早
期
に
災
害
査
定
を
行
い
、

復
旧
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
で
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
を
支
援
す
る
た
め
に
、
災
害
査
定
の
効

率
化
（
簡
素
化
）
を
実
施
。

効
率
化

（
簡
素
化
）

項
目

通
常

鳥
取
県
中
部
地
震

平
成
2
8
年
9
月
1
7

日
か
ら
9
月
2
1
日

ま
で
の
間
の
暴
風

雨
及
び
豪
雨

平
成
2
8
年
8
月
1
6

日
か
ら
9
月
1
日

ま
で
の
間
の

暴
風
雨
及
び
豪
雨

平
成
2
8
年
6
月
1
9

日
か
ら
3
0
日
に

お
け
る
梅
雨

前
線
に
よ
る
大
雨

熊
本
地
震

鳥
取
県

高
知
県

・
大
分
県

宮
崎
県

・

鹿
児
島
県

北
海
道

・
岩
手
県

広
島
県

・
愛
媛
県

佐
賀
県

・
長
崎
県

大
分
県

・
熊
本
県

熊
本
市

熊
本
県

・
熊
本
市

机
上
査
定
額

３
百
万
円

未
満

1
5
百
万
未
満

1
千
万
円
未
満

高
知
県
・
大
分
県
・

宮
崎
県

2
千
万
円
未
満

鹿
児
島
県

５
千
万
円
未
満

６
百
万
円
未
満

佐
賀
県

1
千
万
円
未
満

広
島
県
・
愛
媛
県

長
崎
県
・
大
分
県

5
千
万
円
未
満

熊
本
県
・
熊
本
市

5
千
万
円
未
満

採
択
保
留
額

4
億
円

未
満

－
－

8
億
円
未
満

－
8
億
円
未
満

設
計
図
書
の

簡
素
化

－
－

－
実
施

実
施

熊
本
県

実
施

（
１
０
）
熊
本
地
震
の
関
連
被
害
に
対
す
る
対
応

地
震
と
雨
と
ど
ち
ら
の
原
因
で
崩
壊
し
た
か
分
か
ら
な
い
場
合
の

取
り
扱
い

：
現
場
対
応

既 往 最 大

（ 総 雨 量 ）

降 水 量

地
震
の

パ
タ
ー
ン

雨
の

パ
タ
ー
ン

：
雨
災
害

：
地
震
災
害

ハ 雨
災
と
し
て

整
理

ロ 地
震
災
と

し
て
整
理

イ

ロ

ハ

イ
､ロ

､
ハ

に
よ
り

が
た
い

場
合

イ
ロ

イ 地 震 災 と し て 整 理

熊
本
地
震
で
は
連
続
し
た
揺
れ
に
加
え
、
6
月
1
9
日
か
ら
の
梅
雨
前
線
に
よ
り
至
る
と
こ
ろ

で
複
合
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
。
こ
れ
ま
で
の
知
見
や
今
回
発
生
し
た
災
害
の
特
徴
に
よ

り
、
発
生
原
因
を
パ
タ
ー
ン
化
し
、
被
災
箇
所
の
特
徴
を
整
理
し
、
災
害
査
定
を
実
施
。

－
１
８
－
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査
定
前
着
工
は
、
施
設
管
理
者
の
判
断
で
出
来
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
住
民
の
方
々
の
安
心
、
安
全
の
た
め
に
も
迅
速
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
応
急
工
事
や

本
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
被
災
直
後
か
ら
着
工
で
き
ま
す
。

な
お
、
災
害
査
定
前
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
も
、
現
場
確
認
で
き
る
写
真
な
ど
被
災
状
況
を
記
録
し
て

お
く
こ
と
で
、
災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
コ
ラ
ム
D
】
査
定
前
着
工 （ 現 場 確 認 で き る 写 真 な ど ）

被 災 状 況 の 記 録

災 害 発 生

（ 必 要 な 工 事 の 実 施 ）

査 定 前 着 工

（ 写 真 等 で 被 害 状 況 を 確 認 ）

災 害 査 定

災 害 復 旧 事 業 の 実 施

被 災 地 の 早 期 復 旧

査
定
前
着
工
の
実
施
事
例

災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
補
助
対
象

道
路
の
損
傷
に
つ
い
て
査
定
を
待
た
ず
に
応
急
工
事
を

実
施
し
、
早
期
に
仮
設
道
路
を
設
置

河
岸
の
欠
壊
に
つ
い
て
、
拡
大
防
止
の
た
め
に

大
型
土
の
う
で
対
策
を
実
施

平
成
２
７
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
、
阿
賀
野
川
水
系
桧
沢
川
（
南
会
津
郡
南
会
津
町
）
で
は
、
洪
水

に
よ
り
堤
防
の
破
堤
や
町
道
橋
が
落
橋
し
た
。
ま
た
河
川
外
に
流
出
し
た
洪
水
に
よ
り
国
道
2
8
9
号
の
冠
水
や

家
屋
・
田
畑
の
浸
水
等
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
原
形
復
旧
の
み
で
は
、
再
度
災

害
の
防
止
が
図
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
改
良
復
旧
事
業
に
よ
り
河
道
の
拡
幅
、
築
堤
、
橋
梁
架
替
え
、
床
止
工
等

の
対
策
を
実
施
し
、
再
度
災
害
の
防
止
を
図
る
も
の
で
す
。

（
１
１
）
改
良
復
旧
の
実
施

被
害
が
甚
大
で
広
範
囲
に
わ
た
る
災
害
に
お
い
て
、
再
度
災
害
防
止
の
た
め
、
改
良
計
画
に

基
づ
き
機
能
増
加
や
被
災
箇
所
以
外
の
区
間
も
含
め
た
一
連
区
間
で
の
改
良
復
旧
を
実
施
。

桧
沢
川

あ
が

の
が

わ
ひ

さ
わ

が
わ

み
な

み
あ

い
づ

み
な

み
あ

い
づ

ま
ち

事
業
主
体
：
福
島
県

事
業
箇
所
：
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町

河
川
名

：
一
級
河
川

桧
沢
川

事
業
期
間
：
平
成
2
７
年
度
～
平
成
3
0
年
度

事
業
費

：
5
1
.2
億
円
（
う
ち
改
良
費
2
5
.5
億
円
）

延
長

：
7
,9
2
0
m

工
事
概
要
：
河
道
拡
幅
、
築
堤
、
床
止
工
等

【
事
業
内
容
】

背
後
地

へ
の

浸
水

状
況

ひ
さ

わ
が
わ

－
１
９
－

誤
解
１

元
ど
お
り
に
し
か
復
旧
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
？

→
原
形
と
異
な
る
施
設
形
状
で
の
復
旧
も
可
能
で
す
。

災
害
復
旧
に
お
け
る
原
形
復
旧
と
は
、
従
前
の
効
用
を
復
旧
す
る
も
の
で
、
単
な
る
元

ど
お
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
ど
お
り
の
復
旧
が
不
適
当
な
場
合
や
困
難
な
場
合
は
、
形

状
、
材
質
、
寸
法
、
構
造
な
ど
質
的
な
改
良
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
背
後
地
に
住
宅
や
重
要
な
施
設
が
あ
る
場
合
や
被
害
が
甚
大
で
広
範
囲
に
わ
た

る
場
合
に
は
、
再
度
災
害
防
止
の
た
め
、
必
要
最
小
限
の
機
能
増
加
や
未
災
箇
所
も
含
め

た
一
連
区
間
で
の
改
良
復
旧
が
可
能
で
す
。

誤
解
２

被
災
の
原
因
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
？

→
被
災
の
原
因
と
な
っ
た
施
設
の
改
良
が
可
能
で
す
。

被
災
の
原
因
に
な
っ
た
水
路
や
、
河
川
の
狭
小
部
、
流
れ
を
阻
害
す
る
堰
な
ど
は
、
再

度
災
害
防
止
の
た
め
、
被
災
し
て
い
な
く
て
も
改
良
復
旧
が
可
能
で
す
。

－
２
０
－

河
床
の
低
下
に
よ
り
法
長
を
増
加

道
路
を
盛
土
で
復
旧
す
る
の
は
、
著
し
く
困
難

か
つ
高
価
と
な
る
た
め
、
橋
梁
で
復
旧

≪
河
川
改
良
復
旧
の
イ
メ
ー
ジ
≫

護
岸
が
被
災

被
災
箇
所
を
災
害
復
旧

脆
弱
、
未
被
災
箇
所
を
含
め
て

一
連
区
間
で
改
良
復
旧

元
の
幅
、
長
さ
で
災
害
復
旧

≪
橋
梁
改
良
復
旧
の
イ
メ
ー
ジ
≫

橋
梁
が
被
災

幅
や
長
さ
等
を
改
良
し
て
復
旧

≪
原
形
復
旧
の
範
囲
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
災
害
復
旧
の
イ
メ
ー
ジ
≫

崩
壊

道
路

路
面

【
コ
ラ
ム
E
】
災
害
復
旧
事
業
に
関
す
る
Ｑ
Ａ
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【
コ
ラ
ム
F
】
改
良
復
旧
の
効
果

新
潟
県
三
条
市
一
級
河
川
五
十
嵐
川
で
は
、
平
成
1
6
年
の
水
害
後
の
災
害
復
旧
事
業
の
実
施
効
果
に
よ
り
、

平
成
2
3
年
の
豪
雨
は
平
成
1
6
年
の
1
.6
倍
の
降
雨
量
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
浸
水
戸
数
を
約
9
8
％
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
の
粟
田
橋
は
、
平
成
2
5
年
9
月
の
台
風
1
8
号
に
よ
り
橋
梁
が
被
災
し
た
が
、
改
良
復
旧
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
か
ら
約
２
年
１
０
ヶ
月
で
早
期
に
復
旧
を
実
施
し
、
橋
の
利
便
性
や
安
全
性
、

川
の
安
全
度
が
向
上
し
ま
し
た
。

－
２
１
－

－
２
２
－

（
１
２
）
河
道
特
性
に
応
じ
た
災
害
復
旧
事
業
の
実
施

川
づ
く
り
の
現
場
に
お
い
て
、
「
災
害
復
旧
」
は
、
ど
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
る
か
に
よ
り

川
の
そ
の
後
の
姿
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
非
常
に
重
要
な
局
面
。

復
旧
を
急
ぐ
あ
ま
り
河
道
特
性
に
必
ず
し
も
そ
ぐ
わ
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
な

ど
を
安
易
に
適
用
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
河
川
が
本
来
有
し
て
い
る
環
境
や
景
観

に
着
目
し
た
復
旧
方
針
が
そ
の
後
の
維
持
管
理
で
も
有
利
。

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
手
法
を
「
中
小
河
川
に
関
す
る
河
道
計
画
の
技
術
基
準
」
「
美
し
い
山

河
を
守
る
災
害
復
旧
方
針
」
と
し
て
策
定
。
復
旧
工
法
を
選
定
す
る
際
の
条
件
、
河
道
特
性
や

周
辺
環
境
に
適
し
た
手
法
を
現
場
へ
反
映
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
明
示
。

の
り
覆
工

（
狭
義
の
『護

岸
』）

基
礎
工

必
要
に
応
じ
て

根
固
工

河
岸

護
岸

①
河
岸
・
水
際
部
へ
の
配
慮

②
重
要
な
環
境
要
素
（
淵
や
重
要
種
の
生
息
等
）
を
保
全

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
の
護
岸
利
用
時
の
景
観
配
慮

（
明
度
・
彩
度
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
等
に
配
慮
）

④
環
境
上
重
要
な
区
間
・
箇
所
で
は
特
別
に
配
慮

既
設
護
岸
保
護
の
た
め
の
根
固
め

ブ
ロ
ッ
ク
を
と
び
と
び
に
据
え
付
け

河
岸
・
水
際
部
へ
の
配
慮
に
よ
り

植
生
が
付
き
多
様
な
水
際
部
を
形
成

整
備
直
後
（
H2

5.
10

)
現
在
（
H2

6.
9)
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３
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
復
旧
が
進
捗
。

仙
台
海
岸
の
堤
防
等
の
復
旧
に
つ
い
て
、
宮
城
県
知
事
よ
り
要
請
を
受
け
て
震
災
復
旧

代
行
法
に
基
づ
く
直
轄
工
事
に
よ
る
復
旧
を
実
施
。
一
部
区
間
に
つ
い
て
は
復
旧
が
完
了
。

－
２
３
－

復
旧
・
復
興
の
進
捗
状
況
（
平
成
２
８
年
９
月
末
時
点
）

○
い
わ
き
浪
江
線

（
3
5
号
線
）

帰
還
困
難
区
域

（
1
0
μ
S
v/
h
以
上
）

・
国
道
６
号
に
次
ぐ
南
北

道
路
の
重
要
路
線
の

被
災
規
模
の
調
査
が

困
難

●
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所

飛
行
禁
止
区
域

1k
m

5k
m

0

【
成
果
】

IC
T
測
量
の
利
用
に
よ
り
、
現
地
測
量
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
作
業
員
の

総
被
ば
く
量
が
大
幅
に
低
減
。

（
現
地
作
業
時
間
は
１
／
１
０
程
度
で
実
施
可
能
）

被
災
直
後
の
詳
細
測
量
に
よ
り
査
定
・
実
施
設
計
及
び
施
工
に
必
要
な

情
報
を
短
時
間
で
取
得
。

航
空
機
レ
ー
ザ
ー
測
量

M
M
S
（
車
両
搭
載
型
計
測
器
）

20
0

20

05010
0

15
0

20
0

25
0

通
常

測
量

Ｉ
Ｃ
Ｔ

測
量

作
業
員
の
総
被
ば
く
量
の
低
減

µS
v/
h

従
来
測
量

ＩＣ
Ｔ
測
量

車
載
さ
れ
た
カ
メ
ラ
と

3次
元
レ
ー
ザ
計
測
機
→

復
興
庁
資
料

「
復
興
の
現
状
」

H2
8.
9よ
り
抜
粋

【
コ
ラ
ム
G
】
福
島
県
浪
江
町
の
現
地
作
業
が
制
限
さ
れ
て
い
る
高
放
射
線
量
地
域
に
お
け
る

航
空
レ
ー
ザ
ー
及
び
M
M
S
に
よ
る
測
量
実
証
試
験
（
い
わ
き
浪
江
線
）

４
．
防
災
行
政
の
今
年
の
取
組

（
１
）
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
対
策

甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
両
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
国
土
交
通
省
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
べ
き
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
対
策
と
し
て
、
平
成
2
6
年
４
月
1
日
「
第
３
回
国
土
交
通
省
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
対
策
本
部
」
（
本
部
長
：
国
土
交
通
大
臣
）
に
お
い
て
、

首
都
直
下
地
震
対
策
計
画
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
計
画
を
策
定
。
重
要
テ
ー
マ
と
重
点

対
策
を
決
定
し
、
計
画
を
推
進

。

経
緯

－
２
４
－

平
成
2
８
年
８
月
２
４
日
の
第
６
回
本
部
会
議
に
お
い
て
、
「
水
防
災
意
識
社
会
」
の
考
え

方
を
地
震
や
土
砂
災
害
な
ど
他
の
災
害
に
も
拡
大
す
る
「
防
災
意
識
社
会
へ
の
転
換
」
、

特
に
、
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
開
催
を
支
え
る
首
都
直
下
地
震
対
策
の
推
進
や
平
成
2
９
年
度
の

重
点
対
策
等
を
決
定
。

今
年
度
の
取
り
組
み

◇
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
開
催
に
向
け
た
首
都
直
下
地
震
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定

「
国
土
交
通
省

首
都
直
下
地
震
対
策
計
画
（
平
成
２
６
年
４
月
策
定
）
」
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
示
し
た
「
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
開
催
に
向
け
た
首
都
直
下
地
震
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
今
年
度
中

に
策
定
し
、
首
都
地
域
の
防
災
対
策
に
万
全
を
期
す
。
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－
２
５
－

－
２
６
－

大
規
模
水
害
が
発
生
し
た
際
に
実
施
す
べ
き
対
策
を
具
体
化
す
る
た
め
、
平
成
２
６
年
１
月
に

「
国
土
交
通
省

水
災
害
に
関
す
る
防
災
・
減
災
対
策
本
部
」
（
本
部
長
：
国
土
交
通
大
臣
）
を

設
置
。

経
緯

平
成
２
８
年
８
月
２
４
日
に
「
第
４
回
国
土
交
通
省

水
災
害
に
関
す
る
防
災
・
減
災
対
策
本

部
」
を
開
催
し
、
平
成
２
８
年
度
の
重
点
対
策
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
平
成
2
９
年
度
の
重
点

対
策
等
を
決
定
。
ま
た
、
防
災
行
動
計
画
Ｗ
Ｇ
お
よ
び
壊
滅
的
被
害
回
避
Ｗ
Ｇ
の
取
組
状
況
を

報
告
。

今
年
度
の
取
り
組
み

（
２
）
水
災
害
に
関
す
る
防
災
・
減
災
対
策
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－
２
７
－

【
コ
ラ
ム
H
】
平
成
2
7
年
9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
お
け
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
効
果

●
平
成
2
7
年
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
氾
濫

危
険
情
報
が
発
表
さ
れ
た
市
町
村
の
う
ち
、

「
避
難
勧
告
等
の
発
令
に
着
目
し
た
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
て
い
た
市
町
村
に
お
け

る
避
難
勧
告
ま
た
は
避
難
指
示
を
発
令
し
た

市
町
村
の
割
合
は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定
済

み
の
自
治
体
の
方
が
、
発
令
率
が
高
か
っ
た
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定
済
み

（
1
8
市
町
村
）

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
未
策
定

（
2
7
市
町
村
）

■
：
避
難
勧
告
等
発
令
市
町
村
数

■
：
避
難
勧
告
等
未
発
令
市
町
村
数

発
令
率
：７
２
％

発
令
率
：３
３
％

13

5

TL

28
% 72

%

9

18

TL

67
%

33
%

・
市
町
村
長
が
避
難
勧
告
等
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

発
令
で
き
る
よ
う
、
全
国
の
直
轄
河
川
を
対
象
に

避
難
勧
告
等
の
発
令
に
着
目
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
策
定
（
平
成
2
８
年
１
０
月
末
時
点
で
、
６
０
５

市
町
村
で
策
定
）

【
現
在
の
取
り
組
み
状
況
】

○
事
前
に
と
る
べ
き
防
災
行
動
を
時
系
列
で
整

理
し
た
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る
た

め
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
「
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
（
防
災
行
動
計
画
）
策
定
・
活
用
指
針

（
初
版
）
」
を
策
定
。
平
成
２
８
年
8
月
に

公
表
し
、
市
町
村
や
防
災
に
関
係
す
る
機
関

に
周
知
。

○
平
成
２
７
年
１
月
に
策
定
さ
れ
た
「
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
対
応
し
た
防
災
・
減
災
の
あ
り
方
」
を
踏
ま
え
、

社
会
経
済
の
壊
滅
的
な
被
害
を
回
避
す
る
べ
く
、
最

悪
の
事
態
を
想
定
・
共
有
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

公
益
事
業
者
、

企
業
等
が
主
体
的
か
つ
、
連
携
し
て
対
応
す
る

体
制
の
整
備
を
目
指
す
。

【
現
在
の
取
り
組
み
状
況
】

・
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
に
お
い
て
、
社
会
経
済
の

壊
滅
的
な
被
害
を
回
避
す
る
対
策
を
検
討
す
る
協
議

会
を
設
置
（
H
2
7
.3
）
し
、
浸
水
区
域
外
の
被
害
想

定
も
考
慮
し
た
浸
水
被
害
を
検
討
。

◇
防
災
行
動
計
画
W
G

◇
壊
滅
的
被
害
回
避
W
G

※
平
成
2
8
年
8
月
2
4日

水
災
害
に
関
す
る
防
災
・減

災
対
策
本
部
会
議
（第

4回
）資

料
よ
り

－
２
８
－
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－
２
９
－

（
３
）
統
合
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
ｉＭ
Ａ
Ｐ
Ｓ
）
の
運
用

地
理
院
地
図
上
に
、
重
要
施
設
位
置
や
浸
水
想
定
区
域
、
緊
急
輸
送
道
路
等
の
災
害
関
連
情
報

を
表
示
し
、
さ
ら
に
、
災
害
発
生
時
に
提
供
さ
れ
る
震
源
・
震
度
情
報
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
被
害

情
報
等
を
集
約
、
統
合
表
示
す
る
こ
と
で
、
被
害
情
報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
把
握
・
共
有
。

熊
本
地
震
、
今
夏
の
一
連
の
台
風
、
鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震
等
に
お
い
て
、
孤
立
集

落
周
辺
の
道
路
の
通
行
止
め
情
報
な
ど
の
被
害
情
報
、
被
災
地
近
傍
の
カ
メ
ラ
映
像
、
防
災
ヘ
リ

に
よ
る
被
災
箇
所
の
空
中
写
真
な
ど
を
統
合
表
示
。
D
iM
A
P
S
を
通
じ
、
膨
大
な
情
報
を
迅
速
に

関
係
省
庁
等
に
も
共
有
し
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
災
害
対
応
戦
略
の
立
案
に
寄
与
。

U
R
L
：
h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
s
a
ig
a
i/
d
im
a
p
s
/
in
d
e
x
.h
tm

l

統
合
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
（
D
iM
A
P
S
）
の
概
要

（
４

）
総

合
防

災
訓

練

水
害

や
地

震
・

津
波

等
の

発
生

を
想

定
し

、
国

、
地

方
公

共
団

体
を

含
む

関
係

機
関

が
一

体
と

な
っ

た
広

域
的

か
つ

実
践

的
な

防
災

訓
練

を
行

い
、

災
害

対
応

力
を

強
化

。

出
水

期
前

に
、

水
害

対
処

能
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
各

地
整

等
に

お
い

て
、

水
防

技
術

の
向

上
・

伝
承

及

び
水

防
団

の
士

気
高

揚
を

図
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
に

加
え

地
元

企
業

や
小

学
校

等
の

多
様

な
主

体
が

参
加

。

ま
た

、
大

規
模

水
害

を
想

定
し

、
避

難
勧

告
等

の
発

令
に

着
目

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

を
考

慮
す

る
と

と
も

に
、

状
況

に
応

じ
た

水
防

活
動

、
情

報
伝

達
、

応
急

復
旧

等
を

実
施

す
る

な
ど

、
実

践
的

な
訓

練
を

実
施

。

河
川
特
性
に
応
じ
た
実
践
的
な
水
防
工
法
訓
練
(北
陸
)

緊
急
災
害
対
策
本
部
の
運
営
訓
練
(本
省
)

大
規

模
災

害
時

の
迅

速
な

対
応

体
制

構
築

や
対

応
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
「

防
災

の
日

（
9

月
1

日
）

」
に

、
南

海
ト

ラ
フ

地
震

を
想

定
し

た
緊

急
災

害
対

策
本

部
の

運
営

訓
練

や
首

都
直

下
地

震
を

想
定

し
た

職
員

非
常

参
集

訓
練

等
を

実
施

。
地

整
等

に
お

い
て

も
、

「
防

災
の

日
（

9
月

1
日

）
」

や
「

津
波

防
災

の
日

(1
1

月
5

日
) 

」
の

前
後

に
、

首
都

直
下

地
震

や
南

海
ト

ラ
フ

地
震

を
想

定
し

た
情

報
伝

達
訓

練
、

緊
急

支
援

物
資

輸
送

訓
練

、
道

路
啓

開
訓

練
等

を
実

施
。

地
元
高
校
生
に
よ
る
水
防
活
動
訓
練
(東
北
)

道
路
啓
開
訓
練
(近
畿
)

排
水
ポ
ン
プ
車
や
照
明
車
の
設
置
訓
練
(中
部
)

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
訓
練
(九
州
)

T
E
C
-
F
O
R
C
E
に
よ
る
緊
急
排
水
活
動
(関
東
)

事
務
所
長
か
ら
市
長
へ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
訓
練
（
中
国
）

高
知

市
で

「
平

成
2

8
年

度
大

規
模

津
波

防
災

総
合

訓
練

」
(主

催
：

国
交

省
・

高
知

県
・

高
知

市
)を

実
施

。
訓

練
で

は
、

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
を

想
定

し
、

地
域

住
民

等
の

避
難

訓
練

、
関

係
機

関
に

よ
る

救
命

・
救

助
活

動
、

救
命

・
救

助
を

行
う

た
め

の
T

E
C

-
F
O

R
C

E
に

よ
る

道
路

啓
開

や
排

水
活

動
訓

練
等

を
実

施
。

ま
た

、
「

津
波

防
災

の
日

(1
1

月
5

日
)」

が
、

昨
年

1
2

月
の

国
連

総
会

本
会

議
に

お
い

て
「

世
界

津
波

の
日

」
と

制
定

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

、
留

学
生

な
ど

外
国

人
の

訓
練

参
加

、
大

使
館

等
の

視
察

、
世

界
津

波
の

日
に

関
す

る
展

示
、

｢
世

界
津

波
の

日
｣
高

校
生

サ
ミ

ッ
ト

参
加

者
に

よ
る

決
意

表
明

な
ど

、
初

め
て

の
試

み
を

実
施

し
、

世
界

に
向

け
情

報
発

信
。

留
学
生
な
ど
の
外
国
人
も
参
加
し
た
住
民
の
避
難
訓
練

大
使
館
等
に
よ
る
視
察

道
路
啓
開
訓
練

自
衛
隊
と
連
携
し
た
T
E
C
-
F
O
R
C
E
広
域
派
遣
訓
練

排
水
活
動
訓
練

救
助
・
救
出
訓
練

世
界
津
波
の
日
に
関
す
る
展
示

「
世
界
津
波
の
日
」
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者

に
よ
る
決
意
表
明

－
３
０
－
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－
３
１
－

（
５
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

ま
た
、
各
市
町
村
の
洪
水
、
内
水
、
土
砂
災
害
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
一
元
的
に
検
索
・
閲

覧
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
【
わ
が
ま
ち
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

自
分
の
家
が
ど
の
よ
う
な
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
を
有
し
て
い
る
の
か
を
わ
か
り
や
す
く
知
っ
て
頂

く
た
め
に
、
浸
水
想
定
区
域
、
道
路
冠
水
想
定
箇
所
、
事
前
通
行
規
制
区
間
や
、
旧
河
道
な
ど
の

地
形
等
と
い
っ
た
様
々
な
防
災
に
役
立
つ
情
報
を
重
ね
て
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
の
閲
覧
に
も
対
応
。
【
重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

各
市
町
村
の
H
P
へ
ジ
ャ
ン
プ

見
た
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
情
報

を
ク
リ
ッ
ク

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
表
示

東
京
都
大
田
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

栃
木
県
宇
都
宮
市
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

わ
が
ま
ち
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

＜
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
例
＞

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

重
ね
合
わ
せ
た
い
情
報
を
選
択

「
リ
ス
ク
を
ま
と
め
て
調
べ
る
」
を
選
択

G
P
S
に
も
対
応

－
３
２
－

（
７
）
技
術
開
発

『
人
命
を
守
る
』
た
め
に
必
要
な
防
災
技
術
開
発
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
を
把
握
・

整
理
・
共
有
し
、
現
場
に
確
実
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
防
災
技
術
開
発
を
推
進
。

（
６
）
防
災
ア
プ
リ

国
等
が
保
有
す
る
防
災
に
役
立
つ
地
理
空
間
情
報
を
広
く
一
般
に
提
供
し
、
民
間
に
よ
る

防
災
ア
プ
リ
の
開
発
・
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
防
災
力
向
上
に
役
立
て
る
。

平
成
２
６
，
２
７
年
度
に
続
き
、
平
成
2
８
年
度
も
防
災
ア
プ
リ
の
公
募
を
行
い
、
優
良
な
ア

プ
リ
を
選
定
。

国
土
交
通
省
で
の
デ
モ
の
様
子

（
平
成
2
7
年
度
）

「
Ｇ
空
間
E
X
P
O
2
0
1
4
」
で
の
紹
介

（
平
成
2
6
年
度
）

和
歌
山
県
海
南
市
に
お
け
る
実
証
実
験

（
平
成
2
6
年
度
）

「
g
o
o
防
災
ア
プ
リ
」

（
N
T
T
レ
ゾ
ナ
ン
ト
株
式
会
社
）

「
A
R
ハ
ザ
ー
ド
ス
コ
ー
プ

鎌
倉
市
版
」

（
株
式
会
社

キ
ャ
ド
セ
ン
タ
ー
）

【
平
成
2
7
年
度
防
災
ア
プ
リ
賞
受
賞
作
品
】

＜
避
難
誘
導
支
援
部
門
＞

＜
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
＞

（
概
要
）

気
象
・
災
害
発
生
等
の
P
U
S
H
通
知
機
能
や
各
種

防
災
コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
含
ん
だ
総
合
防
災
ポ
ー
タ
ル

ア
プ
リ
。
全
国
の
防
災
マ
ッ
プ
や
安
否
確
認
機
能

な
ど
多
く
の
機
能
を
搭
載
。

（
概
要
）

各
種
防
災
地
理
情
報
を
地
図
表
現
す
る
だ
け

で
な
く
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
。

航
空
機
搭
載
小
型
S
A
R
等
に
よ
る
被
害
判
読

【
防
災
技
術
開
発
の
例
】

C
C
T
V
な
ど
を
活
用
し
た
迅
速
な
情
報
把
握
シ
ス
テ
ム
の
開
発
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竜
巻
に
よ
る
家
屋
の
損
壊
や
コ
ン
テ
ナ
の
散
乱

（
埼
玉
県

、
9
月
）

国
土
交
通
省
水
管
理
・国

土
保
全
局

防
災
課

〒
１
０
０
－
８
９
１
８

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
－
１
－
３

Te
l:０
３
－
５
２
５
３
－
８
４
５
７

■
T
E
C
-
F
O
R
C
E
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
ri
v
e
r/
b
o
u
s
a
i/
te
c
-
fo
rc
e
/
in
d
e
x
.h
tm

l

■
国
土
交
通
省
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

h
tt
p
:/
/
d
is
a
p
o
rt
a
l.g
s
i.g
o
.jp
/

■
国
土
交
通
省
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
首
都
直
下
地
震
対
策

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
ri
v
e
r/
b
o
u
s
a
i/
e
a
rt
h
q
u
a
k
e
/
in
d
e
x
.h
tm

l

■
国
土
交
通
省
の
水
災
害
に
関
す
る
防
災
・
減
災
対
策

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
s
a
ig
a
i/
b
o
u
s
a
i-
g
e
n
s
a
i.h
tm

l

国
土
交
通
省
の
防
災
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て

こ
ち
ら
も
是
非
ご
覧
下
さ
い

■
統
合
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
（
D
iM
A
P
S
）

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
s
a
ig
a
i/
d
im
s
/
in
d
e
x
.h
tm

l

■
水
害
時
の
対
応
に
係
る
市
町
村
向
け
啓
発
ビ
デ
オ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.m
lit
.g
o
.jp
/
ri
v
e
r/
b
o
u
s
a
i/
s
u
ig
a
i_
v
id
e
o
/
in
d
e
x
.h
tm

l
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協会だより

平成28年度理事懇談会開催

　平成28年度理事懇談会が、平成28年11月29日（火）
12時15分から、千代田区平河町の砂防会館別館 2階
特別会議室で平成28年度災害復旧促進全国大会の前
に開催されました。

1．　出 席 者
脇 会長　陣内 名誉会長　
小池 副会長（加茂市長）　加藤 副会長
虫明 理事　藤芳 理事　上総 理事　松田 理事
菅原 理事（喜茂別町長）　河上 理事（熊野市長）　
品川 監事

2．　来　　賓
国土交通省水管理 ･国土保全局防災課長
  黒川純一良 様

3．　議　　題
　平成28年度災害復旧促進全国大会について

　脇会長の開会挨拶の後、国土交通省水管理 ･国土
保全局黒川防災課長の来賓挨拶をいただき、議題の
説明、意見交換がなされました。

黒川 防災課長挨拶 役員の皆様

脇 会長 役員の皆様

日程表
江戸川区　危機管理室室長　（誤）浅川　賢次　（正）淺川　賢次

防災（第810号　平成28年12月 1 日）の13ページに間違いがありました。お詫びして訂正します。

訂　正
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平成28年　発生主要異常気象別被害報告 平成28年12月15日現在（単位：千円）
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